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憲法の番人は誰か

憲
法
の
番
人
は
誰
か 

―
―
中
華
民
国
創
立
期
の
政
治
裁
判
所
思
想
と
そ
の
後
―
―
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一　

は
じ
め
に

二　

政
治
裁
判
所
思
想
の
生
成

三　

そ
の
後
の
政
治
裁
判
所
思
想
に
お
け
る
「
憲
法
の
番
人
」
像

四　
「
憲
法
の
番
人
」
論
か
ら
み
る
台
湾
の
憲
法
訴
訟
法

五　

結
び
に
か
え
て

一　

は
じ
め
に

　

日
本
国
憲
法
の
下
で
、
す
べ
て
の
裁
判
所
は
違
憲
立
法
審
査
権
を
行
使
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
最
高
裁
判
所
は
そ
の
最
終
的

な
権
限
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
憲
法
の
番
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
高
裁
判
所
の
違
憲
判
断
が
少
な
い
こ
と
で
、

最
高
裁
判
所
を
『
憲
法
の
番
人
』
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、
憲
法
裁
判
所
制
度
を
何
ら
か
の
形
で
導
入
し
よ
う
と
す
る
論
議
も

あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、「
憲
法
の
番
人
」
は
最
高
裁
判
所
で
あ
れ
、
憲
法
裁
判
所
で
あ
れ
、
い
ず
れ
も
憲
法
の
有
権
的
解
釈
者
と
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考
え
ら
れ
て
い
る
。
民
主
主
義
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
が
憲
法
の
解
釈
を
決
め
て
、
自
ら
憲
法
の
番
人
を
務
め

る
べ
き
で
あ
る
が
、
近
代
憲
法
は
間
接
民
主
主
義
を
採
用
す
る
か
ら
、
選
挙
制
度
や
国
民
審
査
制
度
が
あ
っ
て
も
、
国
民
は
憲
法
政

治
の
中
で
抽
象
的
な
「
主
権
者
」
と
位
置
付
け
ら
れ
、
裁
判
所
に
憲
法
解
釈
を
求
め
る
側
へ
と
転
換
さ
れ
て
い
る
。

　

韓
国
や
台
湾
を
は
じ
め
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
民
主
化
過
程
を
み
る
と
、
憲
法
の
規
範
力
が
裁
判
所
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
と
い
う

「
憲
法
の
番
人
」
像
は
民
主
化
過
程
の
成
果
で
あ
り
、
現
実
は
、
民
主
化
過
程
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
は
じ
め
て
最
高
裁
判
所
・
憲
法

裁
判
所
が
国
民
の
裁
判
運
動
ま
た
は
憲
法
訴
願
に
積
極
的
に
対
応
し
、「
憲
法
の
番
人
」
の
よ
う
に
機
能
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
筆
者
は
、「
憲
法
の
番
人
」
が
最
高
裁
判
所
・
憲
法
裁
判
所
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
主
権
者
国
民
自
身
で
あ
り
、
特
に

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
は
、
国
民
自
身
が
直
接
に
憲
法
解
釈
を
行
う
の
は
現
実
可
能
と
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
認
識
に
基
づ
い
て
、

か
つ
て
一
〇
年
前
に
、
台
湾
の
憲
法
訴
訟
法
草
案
に
お
け
る
、
人
民
の
違
憲
審
査
申
立
権
の
行
使
を
終
局
裁
判
後
の
数
箇
月
以
内
に

制
限
す
る
改
正
条
項
に
つ
き
、
抽
象
的
違
憲
審
査
制
の
下
で
そ
れ
が
不
要
な
も
の
で
あ
り
、
削
除
さ
れ
る
べ
き
と
、
台
湾
で
掲
載
さ

れ
た
論
文
の
中
で
提
言
し
た（

（
（

。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
提
言
は
二
〇
一
八
年
の
憲
法
訴
訟
法
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、

朝
野
の
対
立
に
よ
り
大
法
官
の
補
充
が
立
法
院
で
阻
ま
れ
、
さ
ら
に
野
党
側
の
主
導
に
よ
る
憲
法
訴
訟
法
改
正
が
違
憲
審
査
の
議
決

定
足
数
を
一
〇
名
参
加
と
九
名
同
意
に
引
き
上
げ
た
結
果
、
現
任
の
大
法
官
八
名
だ
け
が
残
さ
れ
た
憲
法
法
廷
は
二
〇
二
四
年
一
一

月
か
ら
本
稿
初
校
時
の
二
〇
二
五
年
一
二
月
中
旬
ま
で
、
も
は
や
一
年
以
上
実
質
上
機
能
停
止
に
陥
っ
て
い
る
。

　

大
法
官
の
憲
法
法
廷
化
に
つ
れ
て
、
人
民
の
違
憲
審
査
申
立
権
は
な
ぜ
制
限
を
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。「
憲
法
の
番

人
」
は
な
ぜ
憲
法
政
治
の
危
機
を
解
決
で
き
な
く
な
っ
た
の
か
。
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
中
華
民
国
創
立
期
の
政
治

裁
判
所
思
想
や
そ
の
後
の
憲
法
保
障
論
や
「
憲
法
の
番
人
」
像
に
辿
り
つ
つ
、
台
湾
の
憲
法
訴
訟
法
の
問
題
点
と
り
わ
け
憲
法
訴
願

の
制
度
後
退
を
検
討
し
、「
憲
法
の
番
人
」
論
の
問
題
提
起
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
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二　

政
治
裁
判
所
思
想
の
生
成

　

一
九
一
二
年
、
中
華
民
国
臨
時
約
法
第
二
条
は
「
中
華
民
国
の
主
権
は
国
民
全
体
に
属
す
る
」
と
宣
言
し
た
。
当
時
、
立
憲
民
主

制
の
下
で
「
憲
法
の
番
人
」
が
誰
か
は
、
憲
法
解
釈
権
が
誰
に
属
す
る
か
を
中
心
に
検
討
さ
れ
て
い
た
。
国
民
党
の
王
寵
恵
（
ア
メ

リ
カ
留
学
経
験
者
）
の
憲
法
草
案（

（
（

を
は
じ
め
と
す
る
、
三
権
分
立
と
抑
制
均
衡
の
思
想
に
基
づ
い
た
ア
メ
リ
カ
司
法
審
査
制
の
よ
う

な
「
司
法
に
よ
る
憲
法
解
釈
」
論
も
あ
っ
た
が
、
司
法
権
独
立
の
問
題
に
着
目
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
議
会
制
民
主
主
義
、
立
法
至
上

主
義
に
固
執
し
、
憲
法
解
釈
権
を
制
憲
者
自
身
に
留
保
し
よ
う
と
す
る
憲
法
制
定
機
関
（
国
会
議
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
憲
法
会
議
）

に
拒
否
さ
れ
た（

（
（

。
そ
れ
と
同
時
に
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
よ
う
な
「
憲
法
裁
判
所
、
国
事
裁
判
所
、
政
治
裁
判
所
」
思
想
も

現
わ
れ
た
。
そ
の
問
題
関
心
は
政
治
紛
争
、
憲
法
争
議
の
解
決
に
集
ま
っ
て
、
早
く
も
一
九
三
〇
年
代
に
中
国
の
憲
法
学
者
に
よ
り

「
政
治
裁
判
所
」
と
呼
ば
れ
た（

（
（

の
で
、
本
稿
で
は
、「
政
治
裁
判
所
」
と
い
う
用
語
を
使
う
。

　

以
下
、
中
華
民
国
創
立
期
の
憲
法
起
草
論
議
を
中
心
に
、
当
時
の
政
治
裁
判
所
思
想
を
考
察
す
る
。

（
一
）　

国
務
員
弾
劾
と
臨
時
の
「
国
務
審
判
院
」

　

天
壇
で
の
憲
法
起
草
過
程
に
お
い
て
、
議
会
が
政
府
の
違
法
行
為
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
手
段
と
し
て
、
国
務
員
弾
劾
は
検
討
さ
れ
た
。

例
え
ば
、
孫
文
（
孫
中
山
）、
宋
教
仁
（
法
政
大
学
卒
業
生
）
を
中
心
と
す
る
国
民
党
は
国
務
員
弾
劾
の
臨
時
裁
判
所
と
し
て
、「
国
務

審
判
院
」
を
設
立
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
国
務
員
「
弾
劾
の
審
判
は
、
そ
の
行
為
が
違
憲
か
ど
う
か
を
判
断
し
、

そ
の
本
質
は
、
実
に
憲
法
の
趣
旨
を
解
釈
す
る
も
の
で
あ
る
」
が
、「
司
法
は
独
立
な
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
決

し
て
立
法
や
行
政
の
上
に
位
置
す
る
わ
け
で
は
な
い
」
か
ら
、
国
務
員
弾
劾
の
裁
判
権
は
司
法
府
に
付
与
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
参
議
院
に
付
与
さ
れ
る
の
も
適
切
で
は
な
い
。「
第
一
に
、
国
務
員
が
参
議
院
と
共
謀
し
た
場
合
、
憲
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法
を
恣
意
的
に
踏
み
に
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
に
、
参
議
院
は
一
つ
の
政
治
機
関
で
あ
り
、
厳
密
な
法
的
観
点
か
ら
正
し
く
解

釈
す
る
こ
と
は
難
し
い
」。
し
た
が
っ
て
、
国
民
党
は
「
衆
議
院
は
国
務
員
の
弾
劾
事
件
に
対
し
て
、
参
議
院
議
員
が
互
選
で
選
出

す
る
八
人
、
最
高
法
院
推
事
が
互
選
で
選
出
す
る
七
人
に
よ
り
国
務
審
判
院
を
組
織
し
、
審
判
を
行
う
」
と
提
案
し
た（

（
（

。
そ
こ
に
、

ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
弾
劾
裁
判
制
度
と
違
う
と
こ
ろ
が
多
い
も
の
の
、
権
力
分
立
の
発
想
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

民
間
の
憲
法
私
案
の
中
に
も
、
同
様
な
構
想
が
あ
る
。
例
え
ば
、
国
務
員
弾
劾
と
憲
法
疑
義
解
釈
に
関
し
て
、
王
登
乂
の
憲
法
草

案
が
臨
時
に
国
務
法
院
を（

（
（

、
呉
貫
因
の
憲
法
草
案
も
臨
時
に
国
務
裁
判
所
を
組
織
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た（

（
（

。

　

ま
た
、
袁
世
凱
が
一
九
一
六
年
に
逝
去
し
た
後
、
第
二
期
国
会
の
憲
法
起
草
委
員
会
が
一
九
一
九
年
に
作
成
し
た
中
華
民
国
憲
法

草
案
は
、「
憲
法
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
る
と
き
、
下
記
の
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
特
別
会
議
が
こ
れ
を
解
釈
す
る
。
一
、
参
議
院

議
長
。
二
、
衆
議
院
議
長
。
三
、
大
理
院
（
大
審
院
ま
た
は
最
高
裁
判
所
：
筆
者
注
）
長
。
四
、
平
政
院
（
行
政
裁
判
所
：
筆
者
注
）
長
。

五
、
審
計
院
（
会
計
審
査
院
：
筆
者
注
）
長
」
と
い
う
臨
時
の
特
別
解
釈
機
関
を
構
想
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
同
憲
法

草
案
の
説
明
書
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
衆
参
両
院
の
長
が
立
法
府
の
意
見
を
、
大
理
、
平
政
両
院
の
長
は
法
院
の
意
見
を

受
け
入
れ
る
。
審
計
院
は
憲
法
機
関
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
院
長
が
参
議
院
の
同
意
を
得
て
そ
こ
に
参
列
す
る
こ
と
は
、
公
平
か
つ
均

衡
の
意
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
」。
そ
の
参
照
物
に
つ
い
て
、「
本
法
第
一
〇
一
条
は
権
衡
取
捨
の
後
、
特
別
解
釈
機
関
の
先
例
を

採
用
し
、
例
え
ば
ソ
ク
ソ
ン
憲
法
第
一
五
二
条
の
如
く
、
憲
法
条
文
に
つ
い
て
政
府
と
議
会
が
同
一
の
解
釈
を
得
ら
れ
ざ
る
と
き
は
、

そ
れ
ら
の
意
見
を
国
務
審
判
院
に
付
し
て
解
決
す
る
も
の
な
り
」（

（
（

。

　

し
か
し
、
国
務
員
弾
劾
も
憲
法
疑
義
解
釈
も
、
合
憲
性
審
査
と
は
距
離
が
あ
り
、
ま
た
、
国
務
審
判
院
な
ど
の
臨
時
組
織
は
常
設

の
憲
法
機
関
で
は
な
い
か
ら
、
憲
法
訴
願
を
導
入
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
憲
法
草
案
に
は
、「
憲
法
の
番
人
」
を
期
待

で
き
な
い
と
い
う
政
治
家
た
ち
の
心
構
え
が
反
映
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
国
民
党
が
指
摘
し
た
、「
司
法
は
独
立
な
も
の
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
決
し
て
立
法
や
行
政
の
上
に
位
置
す
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
理
由
か
ら
、
三
権
分
立
に
お
け
る
司
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法
権
の
優
越
的
地
位
を
特
徴
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
司
法
審
査
制
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
憲
法
解
釈
権
を

常
設
の
憲
法
裁
判
所
に
集
中
さ
せ
る
の
も
、
一
〇
数
名
の
憲
法
裁
判
官
が
権
力
者
に
左
右
さ
れ
や
す
い
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
当
時
、

国
会
選
挙
に
傾
注
し
て
い
た
国
民
党
に
と
っ
て
魅
力
的
で
は
な
か
だ
ろ
う
。

（
二
）　

権
限
争
議
と
「
国
家
顧
問
院
」

　

梁
啓
超
、
湯
化
龍
（
法
政
大
学
卒
業
生
）
を
中
心
と
し
て
袁
世
凱
政
権
に
協
力
的
な
進
歩
党
も
、
大
統
領
と
国
務
員
の
弾
劾
裁
判

に
つ
い
て
、「
最
高
法
院
及
び
平
政
院
が
共
同
で
選
出
す
る
法
官
九
名
に
よ
り
臨
時
に
組
織
」（
第
八
三
条
）
さ
れ
る
国
務
裁
判
院
に

お
い
て
裁
判
を
行
う
と
規
定
す
る
一
方
で
、
憲
法
争
議
の
解
決
方
法
を
配
慮
し
、
日
本
（
諮
問
型
）
で
は
な
く
、
チ
リ
（
調
停
型
）

の
枢
密
院
を
参
考
と
し
て
、
常
設
機
関
で
あ
る
「
国
家
顧
問
院
」
の
章
を
設
け
た
。「
国
家
顧
問
院
は
国
会
両
院
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出

す
る
顧
問
四
名
と
大
統
領
が
推
薦
す
る
顧
問
五
名
に
よ
り
構
成
さ
れ
」（
第
六
八
条
）、「
憲
法
疑
義
は
、
国
家
顧
問
院
が
こ
れ
を
解

釈
し
、
憲
法
上
の
権
限
争
議
は
国
家
顧
問
院
が
こ
れ
を
裁
判
す
る
」（
第
七
〇
条
）（

（
（

。

　

明
治
憲
法
上
の
枢
密
院
は
憲
法
や
重
要
な
国
政
に
関
す
る
諮
問
を
行
う
機
関
と
し
て
、
憲
法
の
解
釈
や
法
令
の
適
合
性
に
一
定
の

役
割
を
果
た
し
た
が
、
そ
の
機
能
は
政
治
的
・
諮
問
的
な
も
の
に
留
ま
り
、
独
立
し
た
司
法
機
関
と
し
て
の
憲
法
裁
判
所
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
進
歩
党
の
憲
法
草
案
は
大
統
領
制
、
行
政
権
強
化
、
中
央
集
権
制
の
主
張
で
国
民

党
の
立
場
と
対
立
す
る
一
方
で
、
そ
の
国
家
顧
問
院
は
憲
法
疑
義
を
解
釈
し
、
憲
法
上
の
権
限
争
議
を
裁
判
す
る
常
設
の
憲
法
機
関

で
あ
る
。
ま
た
、「
憲
法
裁
判
所
」
で
は
な
く
、
枢
密
院
の
中
国
語
訳
で
あ
る
「
国
家
顧
問
院
」
と
い
う
表
現
を
使
う
こ
と
も
、
権

力
者
を
刺
激
さ
せ
な
い
よ
う
工
夫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
立
憲
民
主
制
の
下
で
「
憲
法
の
番
人
」
論
が
胎
動
し
た
と
は
い

え
よ
う
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
家
顧
問
院
は
憲
法
疑
義
に
つ
い
て
解
釈
の
み
を
行
う
か
ら
、
仮
に
合
憲
性
審
査
を
行
っ
て
も
、
憲
法
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の
解
釈
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
司
法
府
が
一
方
的
な
違
憲
判
断
を
避
け
る
、
い
わ
ゆ
る
「
対
話
的
違
憲
審
査
制
」
に
近
い

考
え
方
か
、
進
歩
党
と
し
て
権
限
争
議
の
よ
う
な
や
む
を
得
な
い
状
況
で
な
い
限
り
、
強
い
違
憲
審
査
制
に
縛
ら
れ
た
く
な
い
と
い

う
心
構
え
が
反
映
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
国
家
顧
問
院
関
連
の
法
律
の
な
か
で
憲
法
訴
願
を
認
め
る
な
ら
、
国
民
が
憲
法

の
解
釈
、
法
律
の
合
憲
性
を
争
う
の
も
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
三
）　

連
邦
内
部
の
政
治
紛
争
と
「
国
事
法
院
」

　

袁
世
凱
政
権
が
一
九
一
六
年
六
月
に
終
焉
し
た
後
、
軍
閥
間
の
内
戦
が
相
次
ぎ
、
北
京
政
権
も
安
定
的
で
は
な
か
っ
た
。
つ
い
に
、

一
九
二
〇
年
七
月
の
湖
南
省
憲
法
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
各
省
が
憲
法
を
制
定
す
る
省
憲
運
動
が
広
が
り
、
連
邦
制
や
地
方
自
治
を

提
唱
す
る
連
省
自
治
運
動
へ
と
発
展
し
た
。
一
九
二
二
年
五
月
、
国
是
会
議
が
民
間
の
八
団
体
に
よ
り
上
海
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
依

頼
を
受
け
て
、
ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
し
た
張
君
勱
は
、
連
邦
制
を
目
指
す
国
是
会
議
憲
法
草
案
を
起
草
し
、
同
年
に
『
国
憲
議
』
を
出

版
し
た
。

　

張
君
勱
は
か
つ
て
早
稲
田
大
学
に
留
学
す
る
時
、
梁
啓
超
の
政
聞
社
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
が
執
筆
し
た
国
是
会
議
憲
法

草
案
も
憲
法
争
議
を
配
慮
し
、
第
六
章
「
法
院
」
の
中
に
、
憲
法
事
件
を
専
門
的
に
取
り
扱
う
常
設
機
関
と
し
て
「
国
事
法
院
」
を

設
け
た
。
下
記
の
通
り（

（1
（

、
そ
の
憲
法
争
議
へ
の
配
慮
は
、
権
限
争
議
、
と
り
わ
け
連
邦
内
部
の
政
治
紛
争
に
傾
斜
し
て
お
り
、
ま
た
、

「
国
事
法
院
」
は
諮
問
機
関
で
は
な
く
、
裁
判
機
関
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
、
弾
劾
裁
判
や
憲
法
訴
願
を
も
管
轄
す
る
。

第�

五
三
条　

連
省
及
び
各
省
内
に
は
行
政
訴
訟
法
院
を
設
置
し
、
も
っ
て
人
民
が
行
政
処
分
及
び
命
令
に
つ
い
て
陳
訴
す
る
こ
と
を
保
護
す

る
。

第
五
四
条　

連
省
政
府
は
国
事
法
院
を
設
置
し
、
も
っ
て
以
下
の
各
種
案
件
を
解
決
す
る
。
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一
、
本
憲
法
の
解
釈
、

二
、
甲
省
と
乙
省
の
政
治
上
ま
た
は
公
法
上
の
争
議
、

三
、
連
省
官
庁
と
各
省
官
庁
の
権
限
上
の
争
議
、

四
、
人
民
の
憲
法
上
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
に
提
出
さ
れ
る
訴
願
。

こ
の
法
院
の
組
織
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
。

第
五
五
条　

国
事
法
院
は
、
大
統
領
、
国
务
総
理
ま
た
は
国
務
員
に
関
す
る
弾
劾
事
件
を
審
判
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
制
度
設
計
は
連
邦
内
部
の
政
治
紛
争
の
裁
判
機
関
と
し
て
、
憲
法
裁
判
所
の
よ
う
な
強
い
違
憲
審
査
制
の
イ
メ
ー
ジ

を
与
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
張
君
勱
自
身
も
『
国
憲
議
』
の
「
第
十
一
篇　

憲
法
を
解
釈
す
る
機
関
」
中
で
、
ド
イ
ツ
新
憲
法

に
お
け
る
、
連
邦
内
部
の
連
邦
法
解
釈
紛
争
、
区
域
統
合
分
立
に
伴
う
財
産
分
割
紛
争
、
連
邦
内
部
の
公
法
上
の
争
議
を
国
事
裁
判

所
が
解
決
す
る
と
い
っ
た
一
連
の
条
項
を
引
用
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
た（

（1
（

。

　

今
後
、
憲
法
解
釈
の
機
関
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
式
の
大
理
院
（
大
審
院
：
筆
者
注
）
を
採
用
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
ド
イ
ツ
式
の
国
務

法
廷
を
採
用
す
べ
き
か
。
私
に
は
固
定
的
な
意
見
は
な
い
。
窃
か
に
思
う
に
、
わ
が
国
は
す
で
に
行
政
訴
訟
法
院
を
設
け
、
行
政
法
上
の
事

件
と
民
事
・
刑
事
法
上
の
事
件
を
分
離
し
て
い
る
以
上
、
大
理
院
と
は
別
に
国
事
法
院
を
設
け
、
専
ら
憲
法
上
の
争
議
を
管
轄
す
る
方
が
よ

い
。
あ
る
い
は
、
憲
法
事
件
と
民
事
・
刑
事
法
の
事
件
を
分
離
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
と
考
え
る
者
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

大
理
院
が
存
在
す
る
の
に
そ
の
傍
ら
に
国
事
法
院
を
設
け
れ
ば
、
大
理
院
が
国
事
法
院
の
判
例
に
拘
束
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
も

あ
ろ
う
。
私
の
考
え
で
は
、
こ
れ
は
国
事
法
院
の
組
織
方
法
と
権
限
規
定
の
あ
り
方
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
権
限
の
境
界
を
明

確
に
し
、
各
種
法
院
の
人
材
を
参
酌
し
て
任
用
す
れ
ば
、
相
互
の
争
い
を
避
け
、
永
く
国
憲
の
威
信
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
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い
か
。

　

注
意
す
べ
き
は
、
国
是
会
議
憲
法
草
案
は
憲
法
訴
願
を
国
事
法
院
の
権
限
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
憲
法
訴
願
制
度

の
構
想
は
、
国
民
が
憲
法
の
解
釈
、
法
律
の
合
憲
性
を
争
う
憲
法
「
訴
願
」
を
容
認
す
る
点
か
ら
、
民
主
主
義
的
な
「
憲
法
の
番

人
」
論
の
要
素
を
含
む
進
歩
的
な
も
の
と
評
価
で
き
る
が
、
こ
の
憲
法
草
案
自
体
が
民
間
団
体
の
リ
ベ
ラ
ル
の
立
場
を
代
表
す
る
こ

と
も
、
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

三　

そ
の
後
の
政
治
裁
判
所
思
想
に
お
け
る
「
憲
法
の
番
人
」
像

　

そ
の
後
、
国
事
法
院
を
提
唱
す
る
憲
法
草
案
は
ま
た
幾
つ
か
出
た
が
、
臨
時
組
織
で
あ
る
か（

（1
（

、
憲
法
訴
願
が
な
い
か（

（1
（

、
そ
れ
ぞ
れ

不
十
分
な
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
国
民
政
府
の
憲
法
起
草
に
あ
た
っ
て
、
憲
法
保
障
の
役
割
を
担
う
国
事
法
院
の
構
想

は
再
び
登
場
し
た
が
、
そ
の
憲
法
保
障
論
は
国
民
不
在
の
政
治
裁
判
所
へ
と
結
実
し
、
民
主
主
義
的
な
「
憲
法
の
番
人
」
を
構
想
し

て
い
な
か
っ
た
。

（
一
）　

国
民
不
在
の
「
国
事
法
院
」

　

一
九
三
三
年
一
月
、
孫
科
（
孫
文
の
息
子
：
筆
者
注
）
が
立
法
院
長
に
就
任
し
た
後
、
憲
法
起
草
作
業
を
始
め
た
。
孫
科
が
自
ら

憲
法
草
案
起
草
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
、
米
国
留
学
経
験
者
の
呉
経
熊
や
日
本
留
学
経
験
者
の
張
知
本
（
法
政
大
学
卒
業
生
）
を

副
委
員
長
と
す
る
三
六
人
の
憲
法
草
案
起
草
委
員
会
を
組
織
し
た
。
呉
経
熊
は
憲
法
草
案
初
稿
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
、
一
九
三
三
年

六
月
に
初
稿
を
完
成
し
、
個
人
の
名
義
で
憲
法
私
案
を
新
聞
紙
に
公
表
し
た
。
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こ
の
憲
法
私
案
の
中
、
特
に
注
目
を
集
め
る
の
は
、「
第
五
篇　

憲
法
の
保
障
」
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
中
で
国
事
法
院
の
組
織
や

権
限
な
ど
に
つ
い
て
一
四
箇
条
で
詳
し
く
規
定
す
る
こ
と
で
あ
る（

（1
（

。
国
事
法
院
の
役
割
は
、「
直
接
ま
た
は
間
接
に
憲
法
の
実
施
を

保
障
し
、
憲
法
に
関
わ
る
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
に
、
国
事
法
院
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
」（
第
二
〇
一
条
）
と
い
う
制
度
趣
旨
か
ら

も
分
か
る
よ
う
に
、
憲
法
保
障
を
担
う
常
設
機
関
で
あ
る
。

　

国
事
法
院
の
権
限
は
、
下
記
の
と
お
り
、
憲
法
疑
義
解
釈
、
違
憲
立
法
審
査
、
違
憲
行
為
の
処
分
、
権
限
争
議
解
決
、
行
政
訴
訟
、

行
政
法
令
の
統
一
解
釈
、
公
務
員
懲
戒
な
ど
、
幅
広
く
含
め
て
い
る
。
特
に
、「
直
接
ま
た
は
間
接
に
憲
法
に
違
反
し
、
普
通
法
院

が
解
決
で
き
な
い
政
治
上
の
事
件
を
解
決
す
る
」
と
い
う
「
そ
の
他
の
条
項
」
は
、
国
事
法
院
の
政
治
裁
判
所
的
性
格
を
示
し
た
。

　
　
（
国
事
法
院
の
権
限
）

　

第
二
〇
二
条　

国
事
法
院
の
職
権
は
、
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

一
、
憲
法
疑
義
を
解
釈
す
る
。

　

二
、
違
憲
の
法
律
を
審
査
し
無
効
と
宣
告
す
る
。

　

三
、
違
憲
の
行
為
を
処
分
す
る
。

　

四�

、
中
央
政
府
の
各
機
関
の
間
、
各
地
方
政
府
の
間
お
よ
び
中
央
と
地
方
の
間
の
権
限
争
議
お
よ
び
他
の
解
決
で
き
な
い
事
項
を
解
決
す

る
。

　

五
、
行
政
訴
訟
を
受
理
す
る
。

　

六
、
行
政
法
令
の
統
一
解
釈
を
行
う
。

　

七�

、
公
務
員
弾
劾
の
事
件
を
受
理
し
、
被
弾
劾
者
お
よ
び
そ
の
他
国
事
法
院
が
職
権
を
行
使
す
る
際
に
発
見
し
た
懲
戒
さ
れ
る
べ
き
公
務

員
を
懲
戒
す
る
。

　

八
、
刑
事
責
任
を
負
い
、
懲
戒
の
対
象
と
な
っ
た
公
務
員
を
普
通
法
院
に
移
送
す
る
。
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九
、
直
接
ま
た
は
間
接
に
憲
法
に
違
反
し
、
普
通
法
院
が
解
決
で
き
な
い
政
治
上
の
事
件
を
解
決
す
る
。

　

第�

二
〇
四
条　

行
政
法
令
の
解
釈
と
普
通
法
令
の
解
釈
が
衝
突
す
る
と
き
、
国
事
法
院
と
最
高
法
院
か
ら
各
同
じ
人
数
の
委
員
を
推
薦
し
、

委
員
会
で
検
討
し
解
釈
の
統
一
を
図
る
。

　

ま
た
、
呉
経
熊
の
憲
法
私
案
は
国
事
法
院
評
事
の
選
出
手
続
、
資
格
、
構
成
や
身
分
保
障
に
つ
い
て
、
詳
し
く
規
定
し（

（1
（

、
国
事
法

院
の
裁
決
の
効
力
に
つ
い
て
、
一
般
的
効
力
を
規
定
し
た（

（1
（

。

　

民
間
団
体
の
立
場
か
ら
の
張
君
勱
の
国
事
法
院
構
想
に
比
べ
る
と
、
国
民
政
府
の
憲
法
起
草
委
員
会
副
委
員
長
の
肩
書
を
も
っ
て

い
た
呉
経
熊
の
国
事
法
院
構
想
は
、
行
政
訴
訟
や
公
務
員
懲
戒
ま
で
、
包
括
的
な
権
限
を
規
定
し
た
も
の
の
、
憲
法
訴
願
を
除
外
し

た
。
ま
た
、
同
時
期
に
は
、
呉
経
熊
の
国
事
法
院
構
想
を
め
ぐ
っ
て
、
賛
否
両
論
が
あ
っ
た
も
の
の（

（1
（

、
憲
法
訴
願
の
欠
如
は
、
ほ
ぼ

言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

当
時
の
憲
法
起
草
作
業
は
元
々
、
国
民
党
政
権
が
知
識
人
た
ち
の
「
党
治
」（
一
党
独
裁
）
批
判
や
憲
政
実
施
要
請
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
呉
経
熊
が
憲
法
の
保
障
を
問
題
提
起
し
、
政
治
裁
判
所
と
し
て
の
国
事
法
院
の
設
置
を
提
唱
す
る
の
は
、

理
想
主
義
的
な
立
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
の
国
事
法
院
構
想
が
憲
法
訴
願
を
重
視
せ
ず
、
国
民
不
在
の
制
度
設
計
で
あ
る
こ
と

も
、
ま
た
一
種
の
理
想
主
義
で
あ
ろ
う
。

（
二
）　

国
民
排
除
の
「
司
法
審
査
制
」

　

当
時
、
呉
経
熊
の
国
事
法
院
構
想
に
対
し
、
憲
法
草
案
起
草
委
員
会
の
も
う
一
人
の
副
委
員
長
で
あ
っ
た
張
知
本
は
、
国
民
大
会

が
憲
法
解
釈
権
を
行
使
す
る
と
主
張
し
て
い
た
。
結
局
、
憲
法
草
案
の
第
一
次
初
稿
は
、
張
知
本
の
意
見
を
採
択
し
、「
立
法
院
ま

た
は
最
高
法
院
が
意
见
を
起
草
し
、
国
民
大
会
に
憲
法
解
釈
を
申
請
す
る
」
と
規
定
し
た
。
そ
の
後
、
憲
法
草
案
審
査
委
員
会
が
組
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織
さ
れ
、
憲
法
草
案
の
第
二
次
草
案
を
出
し
た
。
同
草
案
は
、
憲
法
解
釈
権
を
国
民
大
会
か
ら
司
法
院
へ
移
し
た（

（1
（

。

　

憲
法
解
釈
権
を
司
法
院
に
移
す
こ
と
に
つ
い
て
、
審
査
委
員
会
の
内
部
で
論
争
が
あ
っ
た
。
史
尚
寛
委
員
は
、
憲
法
が
立
法
院
に

よ
り
起
草
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
司
法
院
が
憲
法
を
解
釈
す
れ
ば
、
立
法
院
の
職
権
を
侵
害
す
る
嫌
い
が
あ
り
、
ま
た
、
裁
判

官
の
多
く
が
保
守
的
な
観
念
を
も
っ
て
お
り
、
時
代
の
発
展
に
追
い
か
け
ら
れ
る
か
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
れ
に

対
し
、
審
査
委
員
会
主
席
の
孫
科
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
憲
法
解
釈
権
が
大
理
院
に
あ
る
が
、
国
会
は
こ
れ
が
立
法
権
を
侵
害
す

る
と
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
裁
判
官
が
必
ず
し
も
す
べ
て
時
代
遅
れ
の
保
守
派
で
は
な
く
、
誤
っ
た
憲
法
解
釈
を
行
っ
て
も
、
国
民

大
会
が
開
催
時
に
こ
れ
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
と
反
論
し
た
。
そ
の
場
で
、
呉
経
熊
委
員
も
、
司
法
院
が
憲
法
解
釈
を
行
う
こ
と
に

改
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た（

（1
（

。

　

結
局
、
一
九
三
六
年
五
月
五
日
公
表
の
中
華
民
国
憲
法
草
案
確
定
草
案
（
い
わ
ゆ
る
「
五
五
憲
草
」）
は
司
法
院
の
憲
法
解
釈
権
を

明
文
で
定
め
た
が
、
違
憲
立
法
審
査
権
の
行
使
に
つ
い
て
制
限
を
加
え
た
。
す
な
わ
ち
、「
法
律
が
憲
法
に
抵
触
す
る
か
ど
う
か
は
、

監
察
院
が
当
該
法
律
施
行
後
六
カ
月
以
内
に
司
法
院
に
解
釈
を
申
請
す
る
」（
同
草
案
一
四
〇
条
二
項
）
と
い
う
条
件
を
付
け
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
審
査
委
員
会
内
部
の
論
争
が
最
も
激
し
か
っ
た
が
、
孫
科
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
、
同
案
を
審
査
委
員
会
に
採
択

さ
せ
た
。
第
一
に
、
こ
の
条
文
は
国
民
党
中
央
の
原
則
に
基
づ
き
起
草
し
た
わ
け
で
、
司
法
院
に
解
釈
を
申
請
す
る
こ
と
を
一
定
の

機
関
に
専
属
さ
せ
な
け
れ
ば
、
司
法
院
が
立
法
院
の
制
定
す
る
あ
ら
ゆ
る
法
律
に
対
し
て
審
査
で
き
、
立
法
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

最
高
の
立
法
機
関
と
な
っ
て
し
ま
う
。
第
二
に
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
人
が
法
律
違
憲
に
つ
い
て
解
釈
を
申
請
で
き
る
こ

と
が
危
険
で
あ
り
、
こ
の
条
文
が
立
法
院
の
職
権
を
維
持
で
き
る
一
方
で
、
司
法
院
が
解
釈
権
を
喪
失
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る（

（2
（

。

　

孫
科
の
説
明
か
ら
、
五
五
憲
草
が
憲
法
解
釈
の
申
請
者
を
監
察
院
に
、
申
請
期
間
を
六
カ
月
に
限
定
し
て
司
法
院
の
違
憲
立
法
審

査
権
行
使
を
制
限
し
、
人
民
を
憲
法
解
釈
申
請
の
場
か
ら
排
除
し
て
憲
法
訴
願
・
裁
判
運
動
の
「
危
険
」
を
防
ぐ
と
い
う
国
民
党
中
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央
の
意
図
は
も
っ
と
明
白
に
分
か
る
。
こ
こ
に
、「
党
治
」
の
危
険
物
と
し
て
危
惧
さ
れ
た
「
憲
法
の
番
人
」
は
、
憲
法
解
釈
機
関

と
し
て
の
司
法
院
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
憲
法
上
の
主
権
者
と
し
て
の
一
般
国
民
で
あ
ろ
う
。

　

呉
経
熊
は
そ
の
国
事
法
院
構
想
が
五
五
憲
草
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
中
華
民
国
憲
法
草
案
の
特
色
」
と
題

す
る
論
文
の
中
で
、
司
法
院
が
憲
法
解
釈
権
を
行
使
し
、
監
察
院
が
違
憲
立
法
審
査
の
申
請
権
を
独
占
す
る
五
五
憲
草
の
制
度
設
計

に
つ
い
て
肯
定
的
に
評
価
し
た（

（2
（

。
孫
科
は
、
そ
れ
を
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
判
所
制
度
を
模
倣
す
る
も
の
と
指
摘
し
た
が
、
憲
法
解

釈
権
が
司
法
院
に
集
中
さ
れ
、
違
憲
審
査
の
申
請
者
が
限
定
さ
れ
、
申
請
期
間
も
限
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
五
五
憲
草
に

お
け
る
国
民
排
除
の
司
法
審
査
制
は
実
質
上
、
政
治
裁
判
所
思
想
に
共
通
す
る
も
の
と
は
い
え
よ
う
。

（
三
）　

憲
法
の
番
人
は
誰
か

　

前
述
し
た
五
五
憲
草
は
、
当
時
の
日
中
戦
争
で
国
民
大
会
の
審
議
に
入
ら
な
か
っ
た
。
日
中
戦
争
が
終
わ
っ
た
後
、
五
五
憲
草
が

政
治
協
商
会
議
に
よ
る
修
正
を
受
け
、
そ
し
て
制
憲
国
民
大
会
の
審
議
を
経
て
、
一
九
四
六
年
一
二
月
二
五
日
に
中
華
民
国
憲
法
と

し
て
採
決
さ
れ
た
。
司
法
院
は
最
高
司
法
機
関
で
あ
り
、
憲
法
解
釈
権
と
法
令
統
一
解
釈
権
を
も
っ
て
い
る
が
、
政
治
協
商
会
議
に

よ
り
、
違
憲
審
査
の
申
請
者
と
申
請
期
間
に
関
す
る
条
項
が
削
除
さ
れ
、
ま
た
、
国
民
大
会
で
の
憲
法
草
案
説
明
に
お
い
て
、
司
法

院
が
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
判
所
に
相
当
す
る
と
孫
科
は
明
言
し
た（

（2
（

こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
型
司
法
審
査
制
の
方
向
性
は
示
唆
さ
れ

て
い
た
。

　

し
か
し
、
当
時
、
内
戦
の
な
か
で
、
司
法
院
が
最
高
法
院
、
行
政
法
院
、
公
務
員
懲
戒
委
員
会
を
統
合
す
る
改
革
は
実
施
さ
れ
ず
、

司
法
院
は
専
ら
憲
法
解
釈
権
と
法
令
統
一
解
釈
権
を
行
使
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
の
大
法
官
会
議
は
、
大
法
官
解
釈
の
申
請

者
を
公
的
機
関
に
限
定
し
、
裁
判
の
代
わ
り
に
会
議
の
手
続
き
を
採
用
し
、
二
つ
の
解
釈
の
み
を
行
っ
た
。
第
一
号
が
憲
法
疑
義
解

釈
で
、
第
二
号
が
法
令
統
一
解
釈
で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
も
違
憲
立
法
審
査
を
行
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
、
司
法
院
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は
政
治
裁
判
所
の
方
向
へ
と
転
向
し
た
。

　

こ
の
過
程
に
お
い
て
、
ふ
た
り
の
人
物
は
注
意
に
値
す
る
。

　

ひ
と
り
は
、
前
述
し
た
、
民
間
団
体
憲
法
草
案
を
執
筆
し
国
事
法
院
の
制
度
を
構
想
し
た
政
治
家
張
君
勱
で
あ
る
。
彼
は
日
中
戦

争
の
前
に
党
治
抵
抗
運
動
に
活
躍
し
、
国
民
政
府
に
一
時
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
日
中
戦
争
の
時
、
国
民
政
府
を
支
持
す
る
立

場
へ
転
じ
て
政
党
活
動
を
続
け
て
、
中
華
民
国
の
代
表
と
し
て
「
国
際
連
合
憲
章
」
に
署
名
し
た
。
日
中
戦
争
の
後
、
中
国
民
主
社

会
党
の
党
首
と
し
て
政
治
協
商
会
議
憲
法
草
案
審
議
委
員
会
や
制
憲
国
民
大
会
憲
法
起
草
委
員
会
に
参
加
し
、
と
り
わ
け
政
治
協
商

会
議
で
五
五
憲
草
の
五
権
分
立
を
、
議
院
内
閣
制
を
導
入
し
大
統
領
の
権
限
を
け
ん
制
す
る
も
の
と
修
正
す
る
こ
と
に
寄
与
し
た
。

憲
法
採
択
の
後
、
蒋
介
石
に
よ
り
連
立
政
権
へ
の
参
加
を
誘
わ
れ
、
内
戦
の
講
和
に
斡
旋
し
た
こ
と
も
あ
る
。

　

台
湾
の
歴
史
学
者
に
よ
り
「
中
華
民
国
憲
法
の
父
」（

（2
（

と
称
さ
れ
て
い
る
張
君
勱
は
、
一
九
四
七
年
の
著
書
『
中
華
民
国
民
主
憲
法

十
講
』
の
中
で
、
二
五
年
前
の
国
事
法
院
や
憲
法
訴
願
を
触
れ
な
か
っ
た
が
、
五
五
憲
草
に
お
け
る
最
高
裁
判
所
と
し
て
の
司
法
院

の
憲
法
解
釈
権
に
つ
い
て
、「
我
が
国
の
最
高
法
院
の
権
力
が
立
法
院
よ
り
優
越
し
そ
の
議
決
し
た
法
案
を
無
効
と
判
断
で
き
る
か

ど
う
か
は
ま
だ
不
確
定
な
こ
と
で
あ
り
、
国
内
政
治
上
の
ほ
か
の
紛
争
は
大
理
院
の
解
釈
に
よ
り
解
決
で
き
る
か
ど
う
か
も
将
来
の

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
今
日
は
論
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
指
摘
し
た（

（2
（

。「
民
主
憲
法
十
講
」
と
い
う
表
現
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
彼
は
宋
教
仁
と
同
じ
よ
う
に
民
主
運
動
や
政
党
政
治
の
実
践
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
た
。

　

同
書
は
、
孫
文
が
構
想
し
た
「
直
接
民
権
」（
直
接
民
主
主
義
の
（
憲
）
法
改
正
・
立
法
審
査
・
選
挙
・
罷
免
）
の
制
度
と
し
て
の
国

民
大
会
に
つ
い
て
、「
直
接
民
権
と
い
わ
れ
る
の
は
、
公
民
自
身
が
こ
の
種
の
権
力
を
行
使
す
る
か
ら
で
あ
り
」、「
直
接
民
権
が
国

民
大
会
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
こ
と
は
、
直
接
民
権
の
メ
リ
ッ
ト
を
保
持
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
批
判
し（

（2
（

、
国
民
の
主
権
者
的
地
位

を
強
調
し
、「
憲
法
の
番
人
」
に
つ
い
て
国
民
自
身
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
窺
が
わ
れ
る
。

　

も
う
ひ
と
り
は
、
か
つ
て
中
華
民
国
創
立
期
に
『
中
華
民
国
憲
法
芻
議
』
を
出
版
し
ア
メ
リ
カ
型
司
法
審
査
制
を
提
唱
し
た
国
民
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党
の
元
老
王
寵
恵
で
あ
る（

（2
（

。
彼
は
ア
メ
リ
カ
留
学
経
験
者
で
あ
り
、
清
末
に
孫
文
を
追
随
し
て
か
ら
、
中
華
民
国
の
北
京
政
府
、
国

民
政
府
の
中
で
司
法
・
外
交
官
僚
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
国
民
党
の
代
表
と
し
て
政
治
協
商
会
議
憲
法
草
案
審
議
委
員
会
や
制
憲

国
民
大
会
憲
法
起
草
委
員
会
に
参
加
し
た
が
、
憲
法
施
行
後
の
初
代
司
法
院
長
と
な
っ
た
。
内
戦
で
大
法
官
が
数
多
く
欠
員
す
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
法
官
会
議
の
主
席
と
務
め
な
が
ら
も
、
大
法
官
の
職
に
就
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
彼
も
当
時
の
大

法
官
の
役
割
を
「
憲
法
の
番
人
」
と
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

四　
「
憲
法
の
番
人
」
論
か
ら
み
る
台
湾
の
憲
法
訴
訟
法

（
一
）　
「
憲
法
の
番
人
」
の
登
場
か
ら
憲
法
訴
訟
法
の
登
場
へ

　

一
九
五
八
年
、
司
法
院
の
大
法
官
会
議
規
則
の
代
わ
り
に
、
立
法
院
は
大
法
官
会
議
法
を
制
定
し
た
。
同
法
は
人
民
が
確
定
終
局

裁
判
に
適
用
さ
れ
た
法
律
ま
た
は
命
令
に
つ
い
て
違
憲
審
査
を
申
請
で
き
る
と
規
定
し
、
憲
法
訴
願
制
度
を
導
入
し
た
。
た
だ
、
七

〇
年
代
の
前
半
ま
で
、
憲
法
訴
願
の
申
立
が
少
な
く
な
い
の
に
対
し
、
そ
れ
に
よ
る
違
憲
審
査
は
一
例
（
一
九
六
六
年
一
一
月
九
日

の
釈
字
第
一
一
七
号
解
釈
）
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
大
法
官
の
解
釈
は
少
な
く
て
、
そ
の
重
き
が
法
令
統
一
解
釈
に
置
か
れ
て
お
り
、

公
的
機
関
に
法
理
的
意
見
を
提
供
す
る
「
国
家
顧
問
」
の
役
割
を
演
じ
た
。

　

大
法
官
が
「
憲
法
の
番
人
」
と
称
さ
れ
る
の
は
、
民
主
化
過
程
に
お
け
る
憲
法
訴
願
の
実
践
に
由
来
す
る（

（2
（

。
七
〇
年
代
の
後
半
か

ら
、
大
法
官
は
一
連
の
解
釈
を
も
っ
て
人
民
の
申
立
の
要
件
を
緩
和
し
、
憲
法
訴
願
の
道
を
拡
大
し
た
。
特
に
、
釈
字
第
一
七
七
号

解
釈
（
一
九
八
二
年
一
一
月
五
日
）
は
、
確
定
終
局
裁
判
に
対
す
る
遡
及
効
を
確
立
し
、
違
憲
宣
告
を
再
審
ま
た
は
非
常
上
告
の
理

由
と
し
て
救
済
を
求
め
る
こ
と
を
認
め
た
結
果
、
憲
法
訴
願
の
申
立
が
急
増
し
、
大
法
官
の
解
釈
も
、
憲
法
訴
願
に
重
き
を
移
し
、

九
〇
年
代
以
降
、
判
例
の
ほ
か
、
法
律
に
対
し
て
も
頻
繁
に
違
憲
宣
告
を
行
い
、
民
主
化
過
程
に
お
い
て
「
憲
法
の
番
人
」
の
役
割
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を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
九
二
年
の
憲
法
改
正
が
政
党
違
憲
問
題
の
裁
判
権
を
大
法
官
に
付
与
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
翌
年
、
大
法
官
会
議
法
の

代
わ
り
に
、
立
法
院
は
大
法
官
審
理
案
件
法
を
制
定
し
た
。
こ
の
法
改
正
は
、
立
法
委
員
の
三
分
の
一
以
上
に
よ
る
憲
法
解
釈
の
申

請
を
認
め
抽
象
的
規
範
統
制
、
裁
判
所
が
法
令
違
憲
問
題
に
つ
き
大
法
官
に
憲
法
解
釈
を
申
請
す
る
と
い
う
具
体
的
規
範
統
制
、
お

よ
び
憲
法
法
廷
で
の
口
頭
弁
論
な
ど
憲
法
裁
判
の
要
素
を
導
入
し
、
憲
法
裁
判
制
度
へ
移
行
す
る
傾
向
を
現
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇

〇
五
年
の
憲
法
改
正
が
大
法
官
に
大
統
領
弾
劾
事
件
の
裁
判
権
を
付
与
し
た
こ
と
に
対
応
し
て
、
二
〇
〇
六
年
一
月
、
司
法
院
は
か

つ
て
立
法
院
に
自
ら
が
提
案
し
た
司
法
院
大
法
官
審
理
案
件
法
修
正
草
案
に
代
わ
っ
て
、
大
法
官
の
憲
法
法
廷
化
の
ほ
か
に
大
統
領

弾
劾
裁
判
手
続
の
追
加
を
は
か
る
憲
法
訴
訟
法
草
案
を
公
表
し
た
。
つ
い
に
、
憲
法
訴
訟
法
は
二
〇
一
八
年
に
立
法
院
で
採
択
さ
れ
、

二
〇
二
二
年
に
施
行
さ
れ
た
。
同
法
に
基
づ
き
、
憲
法
法
廷
は
、
法
規
範
の
憲
法
審
査
及
び
裁
判
の
憲
法
審
査
に
関
す
る
事
件
、
機

関
争
議
事
件
、
大
統
領
・
副
大
統
領
弾
劾
事
件
、
政
党
違
憲
解
散
事
件
、
地
方
自
治
保
障
事
件
お
よ
び
法
令
統
一
解
釈
事
件
に
つ
い

て
、
判
決
を
下
す
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
憲
法
修
正
条
項
上
の
違
憲
政
党
解
散
事
件
・
大
統
領
弾
劾
事
件
の
裁
判
手
続
か
ら
、
憲
法

訴
訟
法
上
の
憲
法
裁
判
機
関
へ
と
変
わ
っ
た
。

　

大
法
官
憲
法
解
釈
制
度
は
ド
イ
ツ
の
憲
法
裁
判
所
制
度
と
似
て
い
る
政
治
裁
判
所
的
性
格
を
も
つ
が
、
憲
法
解
釈
と
い
う
対
話
的

な
違
憲
審
査
の
方
式
を
取
り
、
憲
法
訴
願
の
期
間
を
制
限
せ
ず
人
民
の
憲
法
解
釈
参
加
を
認
め
、
大
法
官
の
裁
量
に
よ
り
人
民
に
憲

法
訴
願
の
道
を
拡
大
し
、
憲
法
疑
義
解
釈
で
違
憲
立
法
や
権
限
争
議
以
外
の
政
治
紛
争
を
解
決
で
き
る
な
ど
の
面
で
、
ド
イ
ツ
型
と

比
べ
、「
憲
法
解
釈
」
と
い
う
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
台
湾
の
民
主
主
義
・
立
憲
主
義
の
発
展
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
た
。

　

な
ぜ
「
憲
法
訴
訟
」
と
い
う
憲
法
上
存
在
し
な
い
訴
訟
制
度
を
創
る
の
か
。
こ
こ
に
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
漢
字
廃
止
を
想
起
さ

せ
る
が
、
恐
ら
く
、「
憲
法
解
釈
」
か
ら
「
憲
法
判
決
」
へ
の
制
度
転
換
の
背
後
に
は
、
ア
メ
リ
カ
司
法
審
査
制
を
構
想
し
て
い
た

一
九
四
六
年
中
華
民
国
憲
法
を
外
来
の
憲
法
と
見
做
す
「
民
主
＝
独
立
」
型
政
治
運
動
の
雰
囲
気
の
中
で
、
ド
イ
ツ
憲
法
裁
判
所
制
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度
を
参
考
物
と
し
て
、
大
法
官
「
解
釈
」
を
憲
法
法
廷
「
判
決
」
へ
と
変
貌
さ
せ
る
風
潮
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
政
治
の
分
野
で

も
学
術
の
分
野
で
も
誰
も
が
黙
認
す
る
な
か
で
、
大
法
官
解
釈
の
判
決
化
は
一
種
の
「
憲
法
変
遷
」
と
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
司
法
院
大
法
官
五
三
〇
号
解
釈
（
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
五
日
）
の
趣
旨
か
ら
見
て
も
、
憲
法
訴
訟
法
は
憲
法
の
条
文
を
逸
脱
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）　

政
治
の
裁
判
化
と
い
う
政
治
裁
判
所
の
宿
命

　

大
法
官
の
憲
法
解
釈
は
一
般
的
拘
束
力
を
宣
言
し
、
憲
法
と
同
等
の
も
の
と
自
己
主
張
し
た
が
、
現
実
に
お
い
て
、
そ
の
違
憲
判

断
が
立
法
院
に
抵
抗
さ
れ
、
法
改
正
が
十
年
ほ
ど
遅
滞
す
る
事
例
も
し
ば
し
ば
あ
る（

（2
（

。
と
り
わ
け
、
釈
字
第
五
三
〇
号
解
釈
（
二
〇

〇
一
年
一
〇
月
五
日
）
は
全
国
司
法
改
革
会
議
の
結
論
を
受
け
、
一
九
四
六
年
中
華
民
国
憲
法
の
趣
旨
か
ら
司
法
院
組
織
法
に
対
し

違
憲
宣
告
を
行
っ
た
上
で
、
司
法
院
の
最
高
裁
判
機
関
化
を
提
示
し
た
。
そ
の
後
、
司
法
院
組
織
法
お
よ
び
大
法
官
審
理
案
件
法
の

改
正
を
め
ぐ
っ
て
、
司
法
院
の
提
案
し
た
関
連
修
正
草
案
（
一
元
多
軌
案
）
に
対
し
、
立
法
委
員
の
一
部
は
連
名
で
別
の
修
正
草
案

（
現
行
司
法
体
制
を
維
持
す
る
多
元
多
軌
案
）
を
打
ち
出
し
た
。
結
局
、
立
法
院
で
の
法
改
正
手
続
は
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
の
法
改
正

期
限
ま
で
に
完
成
を
見
せ
ず
、
全
国
司
法
改
革
会
議
の
結
論
に
示
さ
れ
た
司
法
院
改
革
計
画
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

　

最
近
に
は
、
憲
法
法
廷
一
一
三
年
憲
判
字
第
九
号
判
決
（
二
〇
二
四
年
一
〇
月
二
五
日
）
は
二
〇
二
四
年
改
正
の
立
法
院
職
権
行
使

法
の
追
加
条
項
に
つ
い
て
、
立
法
権
の
過
度
な
拡
張
と
判
断
し
た
が
、
立
法
院
は
党
派
の
対
立
で
、
調
査
委
員
会
の
権
限
、
大
統
領

の
報
告
義
務
な
ど
の
条
項
を
改
正
し
て
い
な
い
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
改
正
の
立
法
院
職
権
行
使
法
が
成
立
し
た
直
後
、
あ
る
学

者
が
同
事
件
の
政
治
紛
争
の
解
決
に
つ
い
て
、
大
法
官
解
釈
を
引
用
し
つ
つ
憲
法
法
廷
へ
の
期
待
を
表
し
た
こ
と
が
あ
る（

（2
（

。
し
か
し
、

憲
法
解
釈
権
で
あ
れ
、
違
憲
審
査
権
で
あ
れ
、
も
と
も
と
民
主
主
義
的
正
当
性
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
。
大
法
官
が
政
治
問
題
の
裁

判
を
行
う
の
は
、
大
法
官
解
釈
で
あ
れ
ば
、
そ
の
一
般
的
拘
束
力
が
一
種
の
自
己
主
張
で
あ
る
か
ら
、
立
法
院
に
無
視
さ
れ
て
も
、
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対
話
的
違
憲
審
査
と
し
て
特
に
大
き
な
政
治
問
題
に
な
ら
な
い
が
、
憲
法
判
決
で
あ
れ
ば
、
強
い
違
憲
審
査
で
あ
る
か
ら
、
立
法
院

に
抵
抗
さ
れ
る
と
、「
憲
法
の
番
人
」
と
し
て
の
権
威
性
が
損
な
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

と
り
わ
け
、
大
法
官
人
事
を
め
ぐ
っ
て
、
朝
野
の
対
立
に
よ
り
大
法
官
の
補
充
が
阻
ま
れ
、
二
〇
二
四
年
一
一
月
か
ら
、
現
任
の

大
法
官
が
八
名
だ
け
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
年
一
二
月
二
〇
日
に
憲
法
訴
訟
法
の
改
正
に
よ
り
、
違
憲
審
査
の
議
決
定
足
数
が
一

〇
名
参
加
、
九
名
同
意
と
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
憲
法
法
廷
が
昨
年
一
一
月
、
も
は
や
一
年
以
上
実
質
上
機
能
停
止
に
陥

っ
て
い
る
。
政
党
政
治
が
膠
着
状
態
で
あ
る
中
で
、
党
派
を
超
え
た
大
法
官
人
事
の
協
議
が
で
き
ず
、
憲
法
政
治
が
危
機
に
陥
っ
た
。

嘗
て
芦
部
信
喜
先
生
は
憲
法
裁
判
所
設
置
論
に
つ
い
て
、
日
本
の
議
会
制
民
主
主
義
は
い
ま
重
大
な
岐
路
に
あ
り
、
政
党
政
治
は
危

機
的
な
状
況
か
ら
脱
す
る
展
望
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
に
あ
る
政
治
の
裁
判
化
問
題
が
行
き
過
ぎ
る
と
、
議
会
制
民
主

主
義
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が（

（3
（

、
こ
の
指
摘
は
台
湾
に
お
い
て
現
実
と
な
っ
て
お
り
、
政
治
裁
判
所
の

宿
命
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
三
）　

憲
法
訴
訟
法
に
お
け
る
「
憲
法
の
番
人
」
観

　

憲
法
訴
訟
法
草
案
の
立
法
理
由
説
明
書
を
読
む
と
、
ド
イ
ツ
憲
法
裁
判
所
制
度
を
頻
繁
に
完
璧
な
参
考
物
と
し
て
言
及
し
、
ま
た
、

大
法
官
の
「
憲
法
の
番
人
」
の
役
割
を
過
大
視
す
る
か
民
主
主
義
を
軽
視
す
る
傾
向
は
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
憲
法
訴
訟
法
三
八
条

一
項
は
、「
判
決
は
、
す
べ
て
の
機
関
お
よ
び
人
民
を
拘
束
す
る
効
力
を
有
す
る
。
各
機
関
は
、
判
決
の
内
容
を
実
現
す
る
義
務
を

負
う
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
法
官
釈
字
第
一
八
五
号
解
釈
（
一
九
八
四
年
一
月
二
七
日
）
が
い
う
「
司
法
院
は
憲
法
を

解
釈
し
、
並
び
に
法
令
統
一
解
釈
権
を
持
つ
こ
と
が
、
憲
法
七
八
条
に
明
文
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解
釈
は
勿
論
、
全
国
の
各

機
関
お
よ
び
人
民
を
拘
束
す
る
効
力
を
有
す
る
」
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
外
国
憲
法
理
論
の
消
化
不
良
に
よ
る
主
権
者
意
識

の
麻
痺
を
反
映
し
、
帝
政
期
の
公
法
観
や
読
売
新
聞
憲
法
草
案
（
一
九
九
二
年
）
に
お
け
る
国
民
の
「
憲
法
遵
守
義
務
」
を
想
起
さ
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せ
る
。

　

憲
法
の
名
宛
人
は
公
権
力
の
行
使
者
で
あ
り
、
主
権
者
国
民
で
は
な
い
こ
と
は
、
立
憲
民
主
制
の
常
識
で
あ
り
、
国
民
主
権
の
国

で
は
、
国
民
を
憲
法
や
行
政
法
の
規
律
対
象
と
す
る
公
法
観
は
、
民
主
主
義
の
原
理
に
反
す
る
も
の
と
し
て
否
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
国
民
主
権
の
原
則
は
、
人
民
が
憲
法
の
最
終
的
な
解
釈
権
を
持
つ
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
憲
法

訴
訟
法
が
裁
判
訴
願
の
導
入
を
契
機
に
裏
側
で
憲
法
訴
願
の
道
を
狭
く
す
る
消
極
的
・
保
守
的
な
制
度
後
退
も
、
民
主
主
義
を
軽
視

す
る
「
憲
法
の
番
人
」
観
を
反
映
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
後
述
の
憲
法
訴
願
と
の
関
連
で
、
人
権
保
障
を
軽
視
す
る
傾
向
も
あ
る
。
憲
法
訴
訟
法
五
三
条
は
憲
法
法
廷
の
「
即
時
失

効
」
判
決
に
つ
い
て
、
遡
及
効
と
の
明
言
が
な
け
れ
ば
、
原
則
と
し
て
将
来
効
だ
と
規
定
し
た（

（3
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
、
台
湾
の
学
者
か

ら
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
憲
法
裁
判
所
制
度
を
参
考
に
し
た
「
後
退
し
た
立
法
」
と
批
判
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
違

憲
審
査
で
は
、
違
憲
と
さ
れ
た
法
律
の
効
力
は
主
に
将
来
に
向
け
て
失
効
す
る
の
に
対
し
、
ド
イ
ツ
で
は
違
憲
と
さ
れ
た
法
律
は

「
最
初
か
ら
無
効
」
と
宣
言
さ
れ
、
も
し
刑
事
法
規
が
違
憲
で
あ
れ
ば
、
過
去
の
誤
っ
た
行
為
は
当
然
是
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

憲
法
訴
訟
法
草
案
は
ド
イ
ツ
版
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
版
へ
と
変
更
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
版
が
人
権
や
実
質
的
正
義
を
重
視
せ
ず
、

法
的
秩
序
の
安
定
性
を
優
先
し
、「
過
去
の
誤
り
は
仕
方
な
い
、
将
来
改
善
す
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
考
え
方
だ
と
、
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
（3
（

。（
四
）　

憲
法
訴
訟
法
に
お
け
る
憲
法
訴
願
の
制
度
後
退

　

憲
法
訴
訟
法
は
、
ド
イ
ツ
憲
法
裁
判
所
制
度
を
参
考
に
し
て
、
人
民
に
よ
る
違
憲
審
査
申
立
、
い
わ
ゆ
る
憲
法
訴
願
に
つ
い
て
大

き
な
法
改
正
を
行
っ
た
。
と
り
わ
け
、
憲
法
訴
訟
法
六
二
条
に
よ
り
、
憲
法
法
廷
が
違
憲
宣
告
と
同
時
に
、
確
定
終
局
裁
判
を
破
棄

し
原
審
裁
判
所
に
差
し
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
旧
法
の
司
法
院
大
法
官
審
理
案
件
法
と
比
較
し
て
、
申
立
人
が
有
利
な
解
釈
を
得
た
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後
、
再
審
や
非
常
上
訴
の
手
続
き
を
改
め
て
提
起
す
る
必

要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
評
価
に
値
す
る
。

　

ま
た
、
司
法
院
大
法
官
審
理
案
件
法
第
五
条
は
、
法
規

範
｛「
法
律
ま
た
は
命
令
」｝
の
み
を
憲
法
訴
願
の
対
象
と

し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
憲
法
訴
訟
法
は
第
五
九
条
第
一

項
は
憲
法
訴
願
の
対
象
に
「
確
定
終
局
裁
判
」
を
追
加
し

た
。
こ
の
点
は
、
筆
者
が
一
〇
年
前
の
論
文
の
中
で
釈
字

二
四
二
号
大
法
官
解
釈
を
例
と
し
て
、
確
定
終
局
裁
判
の

適
用
違
憲
の
可
能
性
を
も
重
視
し
そ
れ
を
憲
法
訴
願
の
対

象
に
入
れ
る
べ
き
と
の
提
言（

（3
（

を
受
け
入
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
筆
者
の
ほ
か
の
提
言
を
受
け
入
れ
ず
、
ひ
い

て
は
制
度
後
退
と
い
え
る
ほ
ど
の
法
改
正
も
幾
つ
か
あ
っ

て
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
憲
法
訴
願
の
申
立
期
間
を
六
か
月
以
内
に
制
限

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
憲
法
訴
訟
法
の
立

法
理
由
説
明
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る（

（3
（

。

旧法（「司法院大法官審理案件法」） 新法（「憲法訴訟法」）

憲法訴願の申立 　第 5 条第 1 項　下記の場合、憲法解釈
を申請することができる。
　（中略）第 2 号　人民、法人または政
党が、その憲法上保障された権利を不法
に侵害され、法定の手続に従って訴訟を
提起した後、確定終局裁判において適用
された法律または命令について、憲法に
抵触する疑義が生じた場合。

　第 59 条第 1 項　人民が、法定の手続に従っ
て審級救済を尽くした事件について、不利な確
定終局裁判に適用された法規範または当該裁判
が憲法に抵触すると認める場合、憲法法廷に対
し、違憲宣告を求める申立を行うことができる。
　第 2 項　前項の申立は、不利な確定終局裁判
の送達後 6 か月の不変期間内に行わなければな
らない。

裁判破棄と救済 　第 62 条第 1 項　憲法法廷が人民の申立に理
由があると認めた場合、判決の主文において確
定終局裁判が違憲であると宣告し、これを破棄
し下級法院に差し戻す。確定終局裁判に適用さ
れた法規範が違憲であると認めた時、同時に法
規範が違憲であると宣告する。
　第 88 条　憲法法廷の判決が法規範に関する
見解を示し、それが原因案件の確定終局裁判と
異なる場合、申立人は法定の手続きまたは判決
の趣旨に基づいて救済を請求することができる。
原因案件が刑事確定裁判である場合、検察総長
もまたこれに基づいて非常上訴を提起すること
ができる。
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憲
法
審
査
の
申
立
原
因
事
件
の
当
事
者
は
、
申
立
人
の
み
な
ら
ず
、
民
事
訴
訟
事
件
お
よ
び
行
政
訴
訟
事
件
に
お
い
て
は
、
既
に
利
益
を

得
た
確
定
終
局
裁
判
を
受
け
た
相
手
方
当
事
者
が
存
在
し
、
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
い
て
は
、
検
察
官
や
自
訴
人
な
ど
も
存
在
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
不
利
な
確
定
終
局
裁
判
を
受
け
た
当
事
者
が
憲
法
審
査
の
申
立
を
行
う
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
当
該
確
定
終
局
裁
判
が
将
来
、
憲
法

法
廷
に
よ
っ
て
破
棄
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
で
き
る
限
り
早
期
に
確
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

し
か
し
、
確
定
終
局
裁
判
の
破
棄
が
ほ
か
の
当
事
者
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
理
由
で
憲
法
訴
願
の
申
立
を
六
か
月
の
期
間
以
内

に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
下
記
の
よ
う
に
、
旧
法
の
憲
法
訴
願
制
度
を
維
持
し
な
が
ら
、
六
か
月
以
内
の
申
立
の
場
合
の
み
に
つ
い
て

確
定
終
局
裁
判
を
差
し
戻
す
と
い
う
条
項
を
追
加
す
る
方
が
望
ま
し
い
と
思
う
。

　
（
憲
法
訴
願
）

　

人
民
、
法
人
ま
た
は
政
党
が
、
そ
の
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
権
利
を
不
法
に
侵
害
さ
れ
、
法
定
の
手
続
に
従
っ
て
訴
訟
を
提
起
し
た
後
（
以

上
は
旧
法
の
ま
ま
）、（
以
下
は
旧
法
を
維
持
）
確
定
終
局
裁
判
に
適
用
さ
れ
た
法
規
範
ま
た
は
当
該
裁
判
自
体
が
憲
法
に
抵
触
す
る
と
考
え

る
場
合
、
憲
法
法
廷
に
対
し
、
違
憲
審
査
の
申
立
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
以
下
は
新
法
を
修
正
）
こ
の
申
立
が
確
定
終
局
裁
判
の
送
達
後
六
か
月
の
期
間
内
に
行
う
場
合
、
憲
法
法
廷
は
違
憲
宣
告
を
す
る
際
に

直
ち
に
確
定
終
局
裁
判
を
差
戻
し
な
い
し
破
棄
自
判
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

民
主
主
義
の
観
点
か
ら
、
法
律
は
国
民
の
権
利
を
不
当
に
制
限
し
剝
奪
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
国
民
の
権
利
を
増
え
る
べ
き
で

あ
る
か
ら
、
特
別
の
取
り
扱
い
と
し
て
確
定
終
局
裁
判
を
差
戻
し
な
い
し
破
棄
す
る
場
合
の
み
、
六
か
月
以
内
の
申
立
期
間
の
制
限

を
加
え
る
こ
と
が
正
当
で
あ
る
。
そ
う
し
な
い
と
、
六
か
月
の
制
限
を
加
え
る
理
由
が
な
い
と
思
う
。



507

憲法の番人は誰か
　

主
権
者
人
民
の
代
表
で
あ
る
立
法
委
員
が
違
憲
審
査
を
申
し
立
て
る
場
合
、
期
間
の
制
限
が
な
い
の
に
対
し
、
な
ぜ
人
民
自
身
が

申
し
立
て
る
場
合
に
期
間
の
制
限
を
加
え
ら
れ
る
の
か
。
憲
法
訴
訟
法
は
裁
判
訴
願
の
導
入
を
き
っ
か
け
に
人
民
の
申
立
期
間
を
制

限
す
る
の
は
、「
濫
訴
防
止
」
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、
人
民
の
申
立
が
多
く
な
る
ほ
ど
、
大
法
官
の
負
担
も
大
き
く

な
る
が
、
そ
れ
は
、
昔
、
大
法
官
憲
法
解
釈
制
度
の
下
で
も
存
在
し
た
問
題
で
あ
り
、
諸
国
の
憲
法
裁
判
所
・
最
高
裁
判
所
に
共
通

す
る
課
題
で
あ
る
が
、
台
湾
の
人
口
や
大
法
官
の
数
（
一
五
名
）
か
ら
す
れ
ば
、
特
に
異
例
な
問
題
で
は
な
く
、
制
度
後
退
の
理
由

と
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

と
り
わ
け
、
国
民
が
違
憲
審
査
を
申
し
立
て
る
憲
法
訴
願
は
、
主
権
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
請
願
権
・
参
政
権
（
憲
法
解
釈
参
加

権
）、
納
税
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
国
務
請
求
権
の
行
使
で
あ
る
。
も
と
も
と
請
願
権
は
、
私
権
救
済
を
求
め
る
国
務
請
求
と
、
政

策
志
向
型
訴
訟
と
類
似
す
る
国
民
の
政
治
参
加
と
の
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。
民
主
主
義
の
観
点
か
ら
、
主
権
者
国
民
は
憲
法
の
最
終

的
解
釈
権
を
も
つ
憲
法
の
番
人
で
あ
る
。
国
民
の
憲
法
解
釈
参
加
が
憲
法
訴
願
と
な
っ
た
の
は
、
政
治
裁
判
所
が
国
事
裁
判
・
秩
序

安
定
・
憲
法
保
障
を
理
由
に
憲
法
解
釈
権
・
違
憲
審
査
権
を
集
中
・
独
占
し
た
か
ら
で
あ
る
が
、
国
民
の
憲
法
解
釈
参
加
権
が
超
憲

法
的
な
も
の
と
し
て
、
政
治
裁
判
所
制
度
に
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
も
、
現
実
を
み
る
と
、
大
法
官
が
「
憲
法
の
番

人
」
と
見
做
さ
れ
る
主
な
原
因
は
、
正
に
民
主
化
過
程
の
背
景
と
人
民
の
憲
法
解
釈
参
加
を
き
っ
か
に
、
人
民
と
の
対
話
の
中
で
人

民
の
声
を
憲
法
解
釈
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
仮
に
民
主
化
過
程
に
お
い
て
、
人
民
の
憲
法
解
釈
参
加
に
申
立
期
間
な
ど
種
々
の
制
限

を
加
え
る
な
ら
、
大
法
官
は
違
憲
審
査
権
行
使
の
目
的
物
が
少
な
く
な
り
、
そ
の
役
割
も
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、

憲
法
法
廷
は
違
憲
審
査
権
を
抽
象
的
に
行
使
す
る
政
治
裁
判
所
と
し
て
、
最
高
裁
判
所
で
な
い
の
に
訴
訟
制
度
の
論
理
に
基
づ
い
て

人
民
の
申
立
あ
る
い
は
請
願
権
・
参
政
権
行
使
に
期
間
の
制
限
を
加
え
る
こ
と
は
、
主
権
者
国
民
に
対
す
る
国
家
の
「
利
益
相
反
行

為
」
で
は
な
い
か
、
疑
問
を
禁
じ
得
な
い
。

　

ま
た
、「
濫
訴
防
止
」
に
よ
り
、
大
法
官
の
違
憲
審
査
権
行
使
あ
る
い
は
「
憲
法
の
番
人
」
の
機
能
を
縛
る
こ
と
も
、
看
過
し
て
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は
な
ら
な
い
。
民
主
化
過
程
に
お
い
て
、
大
法
官
の
主
な
役
割
は
政
治
裁
判
所
で
は
な
く
、
憲
法
訴
願
のO

m
budsm

an

と
し
て

人
民
と
一
緒
に
旧
法
の
清
算
と
民
主
化
の
改
革
を
推
し
進
め
た
。
そ
の
時
、
歴
史
を
動
け
た
「
憲
法
の
番
人
」
は
受
動
的
な
大
法
官

と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
主
動
的
な
人
民
で
あ
ろ
う
。
は
た
し
て
民
主
化
改
革
が
終
わ
っ
て
、
人
民
の
「
憲
法
の
番
人
」
の
役
割
は

も
は
や
「
濫
訴
」
の
邪
魔
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

問
題
は
、
憲
法
訴
訟
法
に
は
、「
濫
訴
防
止
」
と
違
憲
審
査
権
行
使
の
範
囲
縮
小
を
は
か
る
制
度
後
退
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。

　

例
え
ば
、
憲
法
訴
訟
法
第
五
九
条
第
一
項
に
い
う
、「
審
級
救
済
を
尽
く
し
た
事
件
」
は
、
新
た
に
追
加
さ
れ
た
要
件
で
あ
る
。

筆
者
が
嘗
て
一
〇
年
前
の
論
文
の
中
で
、
審
級
救
済
を
尽
く
す
必
要
が
な
く
、
韓
国
の
規
範
審
査
型
訴
願
を
参
考
に
し
て
、
第
一
審

裁
判
の
後
す
ぐ
飛
躍
上
告
の
形
で
大
法
官
に
違
憲
審
査
を
申
請
す
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
と
提
言
し
た
が（

（3
（

、
憲
法
訴
訟
法
に
受
け
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
台
湾
の
学
者
の
中
に
も
、
こ
の
要
件
を
「
時
間
の
無
駄
遣
い
」、「
法
律
の
欠
陥
」
と
批
判
す
る
声
が

あ
る（

（3
（

。
こ
こ
に
、
憲
法
訴
訟
法
の
文
脈
に
お
い
て
、
下
記
の
よ
う
に
改
め
て
飛
躍
上
告
を
提
言
し
た
い
。

　
（
憲
法
問
題
の
飛
躍
上
告
）

　
（
以
下
は
新
設
）
人
民
、
法
人
ま
た
は
政
党
が
、
そ
の
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
権
利
を
不
法
に
侵
害
さ
れ
、
法
定
の
手
続
に
従
っ
て
訴
訟
を

提
起
し
た
後
、
法
院
の
裁
判
に
適
用
さ
れ
た
法
規
範
が
憲
法
に
抵
触
す
る
と
考
え
る
場
合
、
原
審
判
決
の
送
達
後
の
上
訴
期
間
内
に
憲
法
法

廷
に
対
し
、
違
憲
審
査
の
申
立
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
憲
法
法
廷
は
違
憲
宣
告
を
す
る
際
に
直
ち
に
原
審
判
決
を
差
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
憲
法
訴
訟
法
第
五
九
条
第
一
項
に
い
う
、「
不
利
な
確
定
終
局
裁
判
」
も
、
新
た
に
追
加
さ
れ
た
要
件
で
あ
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
す
で
に
私
益
の
面
で
有
利
な
確
定
終
局
裁
判
を
得
た
人
民
は
、
違
憲
宣
告
を
求
め
る
政
策
志
向
型
訴
訟
が
で
き
な
く
な
る
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だ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
憲
法
判
断
を
回
避
し
た
恵
庭
事
件
判
決
を
想
起
さ
せ
る
。

　

さ
ら
に
、
司
法
院
大
法
官
審
理
案
件
法
上
、
人
民
、
法
人
ま
た
は
政
党
が
申
立
人
と
な
り
得
る
が
、
憲
法
訴
訟
法
第
五
九
条
は
、

申
立
人
を
「
人
民
」
の
み
に
限
定
し
、
解
釈
論
上
の
問
題
を
残
し
た
。

　

ほ
か
の
新
設
条
項
に
も
、「
濫
訴
防
止
」
で
あ
る
か
、
大
法
官
の
違
憲
審
査
権
行
使
あ
る
い
は
「
憲
法
の
番
人
」
の
役
割
を
縛
る

傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、
憲
法
訴
訟
法
第
六
〇
条
は
、
人
民
が
申
し
立
て
る
場
合
、
申
立
書
に
「
確
定
終
局
判
決
が
違
憲
で
あ
る
状
況
、
お
よ
び

関
連
す
る
憲
法
条
文
ま
た
は
憲
法
上
の
権
利
」
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
憲
法
上
の
権

利
」
に
つ
い
て
、
そ
の
範
囲
が
狭
く
て
、
憲
法
に
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
新
し
い
人
権
を
無
視
し
た
と
の
指
摘
も
あ
る（

（3
（

。

　

ま
た
、
憲
法
訴
訟
法
第
六
一
条
は
、
申
立
が
憲
法
上
の
重
要
性
を
有
し
ま
た
は
申
立
人
の
基
本
権
の
貫
徹
に
必
要
で
あ
る
時
に
受

理
す
る
と
規
定
し
て
い
る
が
、
現
実
の
受
理
率
が
二
％
ぐ
ら
い
で
、
憲
法
法
廷
が
毎
年
の
判
決
・
裁
定
の
数
が
二
〇
件
ぐ
ら
い
で
あ

る
の
に
対
し
、
受
理
の
要
件
が
曖
昧
で
あ
り
、
大
法
官
の
案
件
選
択
権
を
制
限
す
べ
き
と
す
る
論
議
が
盛
ん
で
あ
り
、「
憲
法
の
番

人
」
に
対
す
る
不
信
か
配
慮
か
、
微
妙
な
感
情
を
反
映
し
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け
る
直
接
民
主
主
義
の
可
能
性
を
考
え
れ
ば
、
将
来
、
政
治
裁
判
所
は
た
だ
憲
法
事
件
を
選
択
し
、
国
民
の

憲
法
判
断
・
憲
法
解
釈
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
問
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
場
合
、
人
民
の
違
憲
審
査
申
立
権
は
も
っ
と
重
要

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

五　

結
び
に
か
え
て

　

政
治
裁
判
所
の
制
度
を
採
用
す
る
国
で
は
、
国
民
の
憲
法
主
張
あ
る
い
は
憲
法
解
釈
は
公
益
目
的
の
訴
え
と
し
て
議
会
民
主
制
に



510

法学研究 99 巻 2 号（2026：2）

よ
り
実
現
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
、
私
益
目
的
と
結
合
す
る
場
合
の
み
、
訴
え
の
利
益
を
認
め
ら
れ
、
憲
法
裁
判
所
に
訴
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
憲
法
裁
判
所
に
憲
法
訴
願
を
申
し
立
て
る
場
合
も
、
申
立
の
請
願
権
的
性
格
や
国
民
の
主
権
者
と
し
て
の
憲
法
解
釈

参
加
が
軽
視
さ
れ
、
も
っ
ば
ら
私
権
救
済
の
訴
訟
制
度
の
考
え
方
あ
る
い
は
憲
法
裁
判
所
の
便
利
か
ら
、
申
立
期
間
の
制
限
が
正
当

化
さ
れ
、
あ
ま
り
検
討
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
台
湾
の
憲
法
訴
訟
法
の
制
定
に
あ
た
っ
て
、
人
民
の
申
立
権
に

対
す
る
制
限
は
、
学
界
で
も
質
疑
が
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
大
法
官
だ
け
を
「
憲
法
の
番
人
」
と
見
做
し
て
憲
法
裁
判
所
制
度
を

完
璧
な
参
考
物
と
す
る
風
潮
の
中
で
、
大
法
官
憲
法
解
釈
制
度
の
独
自
性
や
長
所
、
と
り
わ
け
人
民
の
申
立
権
の
請
願
権
的
性
格
や

参
政
権
（
憲
法
解
釈
参
加
権
）
的
性
格
が
十
分
に
意
識
し
重
視
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
審
級
の
救
済
を
尽
く
す
と
い
う
憲
法
訴
願
の
要
件
も
、
憲
法
裁
判
所
の
便
利
を
は
か
る
制
度
設
計
で
あ
り
、
主
権
者
・
納

税
者
の
国
民
に
公
務
履
行
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
（
い
わ
ゆ
る
「
服
務
」）
を
す
る
立
場
で
は
な
く
、
官
僚
支
配
の
「
憲
法
の
番
人
」
観
を

あ
ら
わ
す
。
こ
の
点
で
は
、
韓
国
の
規
範
審
査
型
訴
願
は
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
判
所
制
度
を
参
考
に
し
て
、
憲
法
裁
判
所
へ
の
飛

躍
上
告
を
認
め
、
民
主
主
義
的
な
「
憲
法
の
番
人
」
観
を
示
す
も
の
と
し
て
、
参
考
の
価
値
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　

申
立
期
間
、
審
級
救
済
尽
し
な
ど
の
憲
法
訴
願
の
要
件
は
、
憲
法
解
釈
権
を
集
中
・
独
占
す
る
政
治
裁
判
所
の
基
本
性
格
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
は
、
中
華
の
民
国
創
立
期
の
政
治
裁
判
所
思
想
と
そ
の
後
の
制
度
化
が
ほ
ぼ
す
べ
て
、
主
権
者
を
憲
法
解

釈
の
場
か
ら
排
除
し
よ
う
と
す
る
国
民
不
在
の
「
憲
法
の
番
人
」
像
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
、
ま
た
、
国
事
裁
判
・
秩

序
安
定
・
憲
法
保
障
に
奉
仕
す
る
「
憲
法
の
番
人
」
は
一
般
的
拘
束
力
を
も
つ
憲
法
解
釈
を
慎
重
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
普
通

裁
判
官
の
よ
う
に
日
常
の
裁
判
実
務
に
お
い
て
憲
法
を
普
通
の
法
律
と
し
て
適
用
し
、
年
間
数
百
件
の
裁
判
で
国
民
に
奉
仕
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
な
い
か
ら
、「
濫
訴
防
止
」
の
制
限
要
件
も
正
当
化
、
加
重
化
の
方
向
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

前
述
し
た
が
、
国
民
の
憲
法
解
釈
参
加
が
憲
法
訴
願
と
な
っ
た
の
は
、
政
治
裁
判
所
が
国
事
裁
判
・
秩
序
安
定
・
憲
法
保
障
を
理

由
に
憲
法
解
釈
権
・
違
憲
審
査
権
を
集
中
・
独
占
し
た
か
ら
で
あ
り
、
国
民
の
憲
法
解
釈
参
加
権
が
超
憲
法
的
な
も
の
と
し
て
、
政



511

憲法の番人は誰か

治
裁
判
所
制
度
に
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
台
湾
の
場
合
、
民
主
化
過
程
に
入
っ
て
か
ら
、
大
法
官
の
扱
う
主
な
事
件
が
憲
法

訴
願
と
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
は
裁
判
機
関
の
よ
う
に
見
え
て
、
人
民
の
違
憲
審
査
申
立
権
も
訴
訟
法
上
の
権
利
・
裁
判
を
受
け
る
権

利
と
理
解
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

民
主
主
義
的
な
「
憲
法
の
番
人
」
観
か
ら
、
人
民
の
違
憲
審
査
申
立
権
は
、「
請
願
権
・
参
政
権
（
憲
法
解
釈
参
加
権
）」
と
し
て

申
立
期
間
の
制
限
を
受
け
な
い
と
い
う
司
法
院
大
法
官
審
理
案
件
法
の
規
定
が
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
般
原
則
と
し

て
維
持
し
た
上
で
、「
国
務
請
求
権
・
裁
判
を
受
け
る
権
利
」
の
側
面
に
お
け
る
「
追
加
給
付
」
と
し
て
の
確
定
終
局
裁
判
の
破

棄
・
差
し
戻
し
の
み
に
対
し
て
六
か
月
の
期
間
制
限
を
加
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
憲
法
訴
訟
法
の
立
法
理
由
説
明
が
始
め
て
成
り
立
つ

よ
う
に
な
る
。
こ
の
区
分
を
し
な
い
と
、
そ
の
立
法
理
由
説
明
は
成
り
立
た
な
い
と
思
う
。

　

大
法
官
人
事
を
め
ぐ
る
政
党
対
立
の
膠
着
状
況
の
中
で
、
大
統
領
の
指
名
が
立
法
院
で
野
党
側
の
抵
抗
を
受
け
た
結
果
、
憲
法
法

廷
の
機
能
停
止
に
よ
り
人
民
が
人
権
救
済
を
得
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
議
論
が
盛
ん
で
あ
る
。
し
か
し
、
芦
部
信
喜
先
生
の
指
摘（

（3
（

に

も
関
連
す
る
が
、
大
法
官
の
人
事
は
政
党
紛
争
の
対
象
と
な
る
の
は
、
憲
法
法
廷
が
私
権
救
済
の
た
め
の
最
高
裁
判
所
で
は
な
く
、

国
事
裁
判
の
た
め
の
政
治
裁
判
所
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
根
本
的
問
題
は
、
憲
法
解
釈
権
を
集
中
・
独
占
す
る
政
治
裁
判

所
制
度
の
下
で
、
国
民
の
人
権
救
済
や
憲
法
解
釈
参
加
は
や
む
を
得
ず
、
憲
法
訴
願
と
い
う
コ
ス
ト
が
高
く
、
効
率
が
低
い
方
法
に

頼
る
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
あ
る
だ
ろ
う
。

　

司
法
権
独
立
の
課
題
が
別
と
し
て
、
政
治
問
題
の
裁
判
化
や
国
民
の
人
権
救
済
・
憲
法
解
釈
参
加
の
課
題
か
ら
も
、
全
国
司
法
改

革
会
議
の
結
論
に
示
さ
れ
た
、
通
常
裁
判
官
の
違
憲
審
査
権
行
使
を
認
め
る
司
法
審
査
制
の
意
義
と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
「
憲
法
の

番
人
」
論
を
再
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
1
）　

拙
稿
「
海
峡
両
岸
違
憲
審
査
制
度
之
比
較
與
展
望
―
―
兼
談
司
法
院
大
法
官
審
理
案
件
法
上
人
民
声
請
釈
憲
制
度
之
改
進
問
題
」
憲
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政
時
代
四
二
巻
一
号
（
二
〇
一
六
年
）
三
七
頁
。

（
2
）　

王
寵
恵
（
ア
メ
リ
カ
留
学
経
験
者
）
は
一
九
一
三
年
に
「
中
華
民
国
憲
法
芻
議
」（
上
編
）
を
国
民
党
の
機
関
誌
『
国
民
』
に
掲
載

し
、
同
年
に
憲
法
私
案
（
下
編
）
と
と
も
に
ま
と
め
て
著
書
と
し
て
出
版
し
た
（
王
寵
恵
「
中
華
民
国
憲
法
芻
議
」
国
民
一
巻
一
号
（
上

海
、
一
九
一
三
年
）
一
一
頁
。
王
寵
恵
『
中
華
民
国
憲
法
芻
議
』（
上
海
南
華
書
局
、
一
九
一
三
年
）
二
二
―
二
三
頁
）。
当
時
、
国
民
党

の
内
部
で
は
、
王
寵
恵
の
憲
法
草
案
を
参
考
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
賛
成
者
が
極
め
て
少
な
か
っ
た
の
で
、
汪
兆
銘
（
汪
精
衛
、
法
政

大
学
卒
業
生
）
の
憲
法
草
案
や
宋
教
仁
（
法
政
大
学
卒
業
生
）
の
憲
法
草
案
に
基
づ
い
て
党
内
の
議
員
会
が
逐
条
検
討
し
、
憲
法
草
案
を

作
っ
て
国
会
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
憲
史
：
政
海
憲
潮
：
各
政
党
対
於
憲
法
最
近
之
主
張
：
第
三
、
国
民
党
憲
法
之
最
近
主
張
」

憲
法
新
聞
第
二
期
（
一
九
一
三
年
）
二
三
頁
。

（
3
）　

詳
し
く
は
、
拙
稿
「
司
法
権
観
念
の
中
国
的
特
質
―
―
中
華
民
国
創
立
期
の
司
法
審
査
制
論
争
を
手
懸
り
に
」
法
学
志
林
一
二
一
巻

二
号
（
二
〇
二
三
年
）
一
三
五
―
一
五
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）　

程
樹
徳
『
比
較
憲
法
』（
上
海
華
通
書
局
、
一
九
三
一
年
）
四
九
頁
は
、
ド
イ
ツ
の
憲
法
裁
判
所
を
「
政
治
裁
判
所
」
と
表
現
し
た
。

（
5
）　
「
国
民
党
憲
法
主
張
全
案
」
憲
法
新
聞
第
一
四
期
（
一
九
一
三
年
）
二
一
―
二
二
頁
。
夏
新
華
・
胡
旭
晟
・
劉
鄂
・
甘
正
気
・
万
利

容
、
劉
姗
姗
編
集
『
近
代
中
国
憲
政
歴
程
―
―
史
料
荟
萃
』（
中
国
政
法
大
学
出
版
社
二
〇
〇
四
年
）
二
四
二
頁
。

（
6
）　
「
王
登
乂
擬
中
華
民
國
憲
法
草
案
」
第
七
五
条
は
、「
大
統
領
お
よ
び
国
務
院
が
弾
劾
を
受
け
る
と
き
、
国
務
法
院
は
裁
判
を
行
う
。

国
務
法
院
は
臨
時
に
最
高
法
院
、
平
政
院
の
選
出
し
た
法
官
九
名
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
憲
法
新
聞
第
一
九
号
（
一

九
一
三
年
）
一
七
頁
。
前
掲
・
夏
新
華
ほ
か
編
集
『
近
代
中
国
憲
政
歴
程
―
―
史
料
荟
萃
』
三
六
二
頁
。

（
7
）　
「
呉
観
因
擬
中
華
民
國
憲
法
草
案
」
第
七
〇
条
は
、「
大
統
領
お
よ
び
国
務
員
が
弾
劾
を
受
け
る
と
き
、
国
務
裁
判
所
は
裁
判
を
行
う
。

国
務
裁
判
所
は
職
務
を
執
行
す
る
と
き
、
臨
時
に
最
高
法
院
、
平
政
院
の
選
出
し
た
法
官
九
名
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

憲
法
新
聞
第
二
〇
期
（
一
九
一
三
年
）
二
九
頁
。
前
掲
・
夏
新
華
ほ
か
編
集
『
近
代
中
国
憲
政
歴
程
―
―
史
料
荟
萃
』
三
七
四
頁
。

（
8
）　

張
耀
曾
・
岑
徳
彰
編
『
中
華
民
国
憲
法
史
料
』（
文
海
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
中
編
。「
中
華
民
国
憲
法
説
明
書
」
国
憲
起
草
委
員

会
事
務
処
編
『
草
憲
便
覧
』（
一
九
二
五
年
）
付
録
下
五
八
〇
頁
。
前
掲
・
夏
新
華
ほ
か
編
集
『
近
代
中
国
憲
政
歴
程
―
―
史
料
荟
萃
』

五
二
〇
―
五
二
一
頁
。

（
9
）　
「
進
歩
党
憲
法
討
論
会
会
員
擬
中
華
民
国
憲
法
草
案
」
憲
法
新
聞
第
一
八
期
（
一
九
一
三
年
）
二
七
―
三
三
頁
。
前
掲
・
夏
新
華
ほ



513

憲法の番人は誰か

か
編
集
『
近
代
中
国
憲
政
歴
程
―
―
史
料
荟
萃
』
二
六
一
―

二
六
三
頁
。

（
10
）　

国
是
会
議
国
憲
草
議
委
員
会
「
中
華
民
国
憲
法
草
案
」（
一
九
二
二
年
八
月
）
の
原
文
は
、
張
君
勱
『
国
憲
議
』（
時
事
新
報
館
、
一

九
二
二
年
）
一
五
七
―
一
五
八
頁
、
張
君
勱
『
憲
政
之
道
』（
清
華
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
一
一
九
―
一
二
〇
頁
を
参
照
。

（
11
）　

前
掲
・
張
君
勱
『
国
憲
議
』
一
二
三
頁
。
前
掲
張
君
勱
『
憲
政
之
道
』
九
七
頁
。

（
12
）　

例
え
ば
、
国
憲
起
草
委
員
会
「
中
華
民
国
憲
法
案
」（
一
九
二
五
年
二
月
）
上
の
国
事
法
院
。
張
耀
曾
・
岑
徳
彰
編
『
中
華
民
国
憲

法
史
料
』（
文
海
出
版
社　
一
九
八
一
年
）
中
編
。

（
13
）　

例
え
ば
、
汪
馥
炎
・
李
柞
輝
「
聯
省
憲
法
草
案
」（
一
九
二
五
年
八
月
）
上
の
憲
法
平
衡
院
。
張
耀
曾
・
岑
徳
彰
編
『
中
華
民
国
憲

法
史
料
』（
文
海
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
下
編
。

（
14
）　

呉
経
熊
『
法
律
哲
学
研
究
』（
清
華
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
三
五
二
―
三
五
四
頁
。
前
掲
・
夏
新
華
ほ
か
編
集
『
近
代
中
国

憲
政
歴
程
―
―
史
料
荟
萃
』
八
八
四
―
八
八
六
頁
。

（
15
）　

国
事
法
院
評
事
の
選
出
手
続
、
資
格
、
構
成
や
身
分
保
障
に
つ
い
て
、
呉
経
熊
の
憲
法
私
案
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　
（
国
事
法
院
評
事
の
選
出
手
続
）

　

第�

二
〇
五
条　

国
事
法
院
の
評
事
が
一
一
人
か
ら
一
五
人
で
あ
り
、
そ
の
中
、
半
分
以
上
が
国
民
大
会
か
ら
直
接
に
選
出
さ
れ
、
他
の

人
は
国
民
政
府
の
五
院
か
ら
各
二
人
以
上
の
候
補
者
を
推
薦
し
国
民
大
会
の
選
挙
に
付
す
る
。

　
（
国
事
法
院
評
事
の
資
格
）

　

第
二
〇
六
条　

国
事
法
院
の
評
事
は
以
下
の
資
格
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

一
、
二
五
歳
以
上
。

　
　

二
、
完
全
な
公
民
権
が
あ
る
。

　
　

三
、
専
門
学
校
で
法
律
、
政
治
ま
た
は
経
済
を
研
究
し
、
卒
業
後
、
下
記
の
い
ず
れ
の
経
験
が
あ
る
。

　
　
　

ア　

法
律
、
政
治
ま
た
は
経
済
の
著
作
ま
た
は
価
値
が
あ
る
貢
献
が
あ
る
。

　
　
　

イ　

専
門
以
上
の
学
校
で
法
律
、
政
治
ま
た
は
経
済
の
講
義
を
三
年
以
上
担
当
し
た
。

　
　
　

ウ　

五
年
以
上
の
行
政
、
司
法
の
経
験
が
あ
る
。

　
　
　

エ　

試
験
ま
た
は
選
考
に
合
格
し
た
。
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（
国
事
法
院
の
構
成
）

　

第�

二
〇
七
条　

国
事
法
院
の
評
事
の
中
で
、
法
律
を
研
究
す
る
人
は
少
な
く
と
も
五
分
の
二
以
上
、
政
治
及
び
経
済
を
研
究
す
る
人
は

少
な
く
と
も
五
分
の
一
が
い
る
べ
き
で
あ
る
。

　

第
二
〇
八
条　

国
事
法
院
の
院
長
と
副
院
長
各
一
人
を
、
各
評
事
か
ら
お
互
い
推
薦
す
る
こ
と
か
ら
選
出
す
る
。

　
（
国
事
法
院
評
事
の
身
分
保
障
）

　

第�
二
〇
九
条　

国
事
法
院
の
評
事
は
、
国
民
大
会
代
表
の
過
半
数
の
出
席
と
出
席
者
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
、
免
職

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

第�

二
一
〇
条　

前
条
規
定
の
他
に
、
国
事
法
院
の
評
事
は
、
監
察
院
、
立
法
院
に
よ
る
共
同
弾
劾
と
監
察
院
、
立
法
院
、
最
高
法
院
の

合
同
委
員
会
に
よ
る
懲
戒
を
経
な
け
れ
ば
、
免
職
、
停
職
、
減
俸
、
転
職
さ
れ
な
い
、
た
だ
し
、
刑
事
処
罰
ま
た
は
禁
治
産
宣
告
を

受
け
る
者
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
上
記
の
委
員
会
は
、
監
察
院
と
立
法
院
か
ら
各
推
薦
さ
れ
た
二
人
、
最
高
法
院
か
ら
推
薦
さ
れ

た
五
人
か
ら
構
成
す
る
。

　

第
二
一
一
条　

国
事
法
院
の
評
事
は
、
現
行
犯
以
外
に
、
最
高
法
院
の
許
可
を
経
な
け
れ
ば
、
逮
捕
ま
た
は
監
禁
を
さ
れ
な
い
。

　

第�

二
一
二
条　

国
事
法
院
の
評
事
は
、
現
行
犯
と
し
て
逮
捕
ま
た
は
拘
留
さ
れ
る
場
合
、
逮
捕
ま
た
は
拘
留
の
執
行
機
関
は
、
二
四
時

間
以
内
に
逮
捕
ま
た
は
拘
留
の
理
由
を
最
高
法
院
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

前
項
の
通
知
が
受
け
る
場
合
、
最
高
法
院
が
即
時
に
許
可
す
る
か
否
か
の
表
示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
16
）　

国
事
法
院
の
裁
決
の
効
力
に
つ
い
て
、
呉
経
熊
の
憲
法
私
案
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　
（
国
事
法
院
の
裁
決
の
効
力
）

　

第
二
〇
三
条　

国
事
法
院
は
そ
の
職
権
範
囲
内
で
下
し
た
決
定
お
よ
び
解
釈
は
、
普
通
法
院
を
拘
束
す
る
効
力
を
も
つ
。

　

第�

二
一
三
条　

国
事
法
院
は
自
ら
そ
の
決
定
ま
た
は
命
令
を
執
行
し
、
あ
る
い
は
中
央
ま
た
は
地
方
機
関
に
執
行
を
委
託
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
中
央
ま
た
は
地
方
機
関
は
前
項
の
委
任
を
受
け
る
場
合
、
即
時
に
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
二
一
四
条　

国
事
法
院
組
織
法
、
国
事
訴
訟
法
、
違
憲
罰
法
は
別
に
制
定
す
る
。

（
17
）　

呉
経
熊
の
憲
法
私
案
に
お
け
る
国
事
法
院
構
想
に
つ
い
て
、
議
論
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
陳
耀
東
は
憲
法
保
障
の
「
最
も
よ

い
方
法
」
と
し
て
、「
我
が
国
の
憲
法
史
に
お
け
る
空
前
の
創
挙
で
あ
る
」
と
評
価
し
な
が
ら
、
行
政
訴
訟
、
公
務
員
懲
戒
、
法
令
統
一
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解
釈
を
取
り
入
れ
る
の
が
適
切
で
は
な
く
、
名
称
も
「
憲
法
裁
判
所
」
ま
た
は
「
高
級
憲
法
院
」
の
方
が
よ
い
と
指
摘
し
た
（
陳
耀
東

「
論
国
事
法
院
」
法
学
叢
刊
二
巻
一
期
（
一
九
三
三
年
）
四
九
―
五
七
頁
）。
陳
宗
烈
は
国
事
法
院
が
法
律
違
憲
の
事
件
や
、
憲
法
に
保
障

さ
れ
る
人
民
の
権
利
を
侵
害
す
る
諸
事
件
を
審
理
し
、
も
っ
て
憲
法
の
保
障
を
実
現
さ
せ
る
と
評
価
し
た
（
陳
宗
烈
「
憲
法
與
国
事
法

院
」
社
会
建
設
（
南
京
）
一
巻
四
／
五
期
（
一
九
三
三
年
）
七
一
頁
）。
ま
た
、
徐
景
薇
は
五
権
憲
法
論
に
基
づ
い
て
、「
国
事
法
院
の
設

置
は
司
法
の
独
立
を
侵
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
行
政
命
令
を
統
一
解
釈
す
る
こ
と
も
政
権
の
独
立
を
侵
害
し
、
第
六
の
権
力
を
形
成
さ
せ

て
、
五
権
を
超
越
す
る
第
六
の
権
力
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
指
摘
し
た
（
徐
景
薇
「
憲
法
保
障
」
時
代
公
論
（
南
京
）
六
五
／
六
六
期

（
一
九
三
三
年
）
五
五
頁
）。
梅
汝
璈
は
「
国
事
法
院
が
公
務
員
弾
劾
権
、
懲
戒
権
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
监
察
院
そ

の
他
の
機
関
に
委
ね
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
議
論
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。（
中
略
）
国
事
法
院
の
人
選
は
実
際
の
経
験
を
重
視
す
べ

き
で
あ
る
。
呉
氏
の
案
は
経
験
と
学
識
を
重
視
し
、
学
識
を
経
験
よ
り
重
視
す
る
の
は
、
妥
当
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た

（
梅
汝
璈
「
憲
法
初
稿
中
憲
法
保
障
編
之
批
評
」
時
事
月
報
九
巻
二
期
（
一
九
三
三
年
）
一
〇
三
―
一
〇
五
頁
）。

（
18
）　

前
掲
・
夏
新
華
ほ
か
編
集
『
近
代
中
国
憲
政
歴
程
―
―
史
料
荟
萃
』
八
九
七
、
九
二
八
、
九
四
〇
、
九
五
五
、
九
六
九
頁
。
立
法
院

中
華
民
国
憲
法
草
案
宣
伝
委
員
会
編
『
中
華
民
国
憲
法
草
案
說
明
書
』（
正
中
書
局
、
一
九
四
〇
年
）
五
二
、
九
七
、
一
八
〇
頁
以
下
。

（
19
）　

審
査
委
員
会
の
内
部
論
争
に
つ
い
て
、
呉
経
熊
・
黄
公
覚
『
中
国
制
憲
史
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
七
年
）
五
六
九
―
五
七
〇
頁

参
照
。

（
20
）　

前
掲
・
呉
経
熊
・
黄
公
覚
『
中
国
制
憲
史
』
五
九
三
―
五
九
五
頁
。

（
21
）　

前
掲
・
呉
経
熊
『
法
律
哲
学
研
究
』
一
一
三
頁
。

（
22
）　

国
民
大
会
編
『
国
民
大
会
実
録
』（
国
民
大
会
、
一
九
四
六
年
）
三
九
二
―
三
九
六
頁
。

（
23
）　

楊
永
乾
『
中
華
民
國
憲
法
之
父
張
君
勱
伝
』（
台
北
）（
唐
山
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）。

（
24
）　

張
君
勱
『
中
華
民
国
民
主
憲
法
十
講
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
四
七
年
）
九
八
頁
。
前
掲
・
張
君
勱
『
憲
政
之
道
』
二
二
〇
頁
。

（
25
）　

張
君
勱
『
中
華
民
国
民
主
憲
法
十
講
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
四
七
年
）
四
一
―
四
二
頁
。
前
掲
・
張
君
勱
『
憲
政
之
道
』
一
七
一
頁
。

（
26
）　

詳
し
く
は
、
前
掲
拙
稿
「
司
法
権
観
念
の
中
国
的
特
質
―
―
中
華
民
国
創
立
期
の
司
法
審
査
制
論
争
を
手
懸
り
に
」
一
三
五
―
一
五

六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
27
）　

詳
し
く
は
、
拙
著
『
中
国
に
お
け
る
違
憲
審
査
制
の
歴
史
と
課
題
―
―
大
法
官
憲
法
解
釈
制
度
を
中
心
と
し
て
』（
成
文
堂
、
二
〇
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〇
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
28
）　

大
法
官
の
違
憲
判
断
が
下
し
た
後
、
立
法
院
の
法
改
正
が
遅
滞
す
る
事
例
と
し
て
、
高
等
法
院
を
行
政
院
か
ら
司
法
院
へ
移
す
べ
き

と
判
断
し
た
釈
字
第
八
六
号
解
釈
（
一
九
六
〇
年
八
月
一
五
日
）、
違
警
罰
法
上
の
警
察
官
の
勾
留
裁
決
権
を
法
院
が
行
使
す
べ
き
と
判

断
し
た
釈
字
第
一
六
六
号
解
釈
（
一
九
八
〇
年
一
一
月
七
日
）
や
釈
字
第
二
五
一
号
解
釈
（
一
九
九
〇
年
一
月
一
九
日
）
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。

（
29
）　

張
嘉
尹
は
オ
ン
ラ
イ
ン
文
章
の
中
で
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。「
立
法
院
で
の
紛
争
は
、
大
ま
か
に
以
下
の
二
つ
あ
る
。（
一
）
法
案

の
審
議
を
全
く
行
わ
ず
、
委
員
会
に
直
接
送
付
す
る
た
め
に
投
票
を
動
員
し
、
二
読
会
に
お
い
て
も
審
議
や
討
論
を
行
わ
ず
に
直
ち
に
投

票
を
行
う
。（
法
案
の
内
容
す
ら
朗
読
せ
ず
に
投
票
が
可
能
か
？
）（
二
）
民
進
党
の
立
法
委
員
の
職
権
を
完
全
に
剝
奪
す
る
行
為
、
例
え

ば
提
案
の
禁
止
、
発
言
の
禁
止
な
ど
で
あ
る
。
上
記
の
（
一
）
と
（
二
）
は
手
続
上
の
瑕
疵
を
構
成
す
る
か
？　

い
ず
れ
か
一
つ
だ
け
で

は
、
判
断
が
容
易
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
両
方
の
行
為
が
結
合
し
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
場
合
、
答
え
は
肯
定
的
で
あ
る
べ
き
で

あ
る
。
上
記
の
手
続
上
の
瑕
疵
は
憲
法
に
抵
触
す
る
か
？　

こ
の
問
題
は
一
見
し
て
明
確
な
答
え
が
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
、
司
法
院
の

釈
字
第
三
四
二
号
解
釈
は
、「
重
大
か
つ
明
白
な
瑕
疵
」
の
基
準
を
確
立
し
、
立
法
院
の
議
事
進
行
が
議
事
手
続
に
抵
触
す
る
こ
と
に
よ

り
違
憲
と
な
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
解
釈
に
お
い
て
、
大
法
官
は
非
常
に
寛
容
な
態
度
を
と
り
、
当
時
議

論
を
呼
ん
だ
国
家
安
全
三
法
は
こ
れ
に
よ
り
違
憲
と
は
さ
れ
な
い
と
判
断
し
た
。
し
か
し
、
釈
字
第
四
九
九
号
解
釈
で
は
、
こ
の
基
準
の

適
用
が
異
な
り
、
よ
り
厳
格
な
態
度
が
採
ら
れ
、
国
民
大
会
が
憲
法
改
正
条
項
を
議
決
す
る
際
に
秘
密
投
票
を
採
用
し
た
こ
と
は
、
手
続

上
の
重
大
か
つ
明
白
な
瑕
疵
が
あ
る
と
さ
れ
、
第
五
次
憲
法
改
正
全
体
が
違
憲
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
現
在
、
立
法
院
で
の
前
述
の
行
為

が
違
憲
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
釈
字
第
三
四
二
号
解
釈
の
基
準
を
採
用
す
る
か
、
釈
字
第
四
九
九
号
解
釈
の
基
準
を
採
用
す
る
か
に
か
か

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
」。
張
嘉
尹
「
到
奪
權
之
路
―
―
立
法
院
如
何
「
毀
憲
亂
政
」」
思
想
坦
克
―V

oicettank

（https://
voicettank.org/20240 529-3/

）
二
〇
二
四
年
五
月
二
九
日
掲
載
。

（
30
）　

芦
部
信
喜
「
憲
法
学
に
お
け
る
憲
法
裁
判
論
」
法
学
協
会
雑
誌
一
一
三
卷
八
号
（
一
九
九
七
年
）
一
一
五
八
頁
。

（
31
）　

憲
法
訴
訟
法
第
五
三
条
第
一
項　

判
決
に
よ
り
法
規
範
が
即
時
失
効
ま
た
は
遡
及
失
効
と
宣
告
さ
れ
た
場
合
、
判
決
前
に
各
裁
判
所

に
係
属
し
、
未
だ
終
結
し
て
い
な
い
事
件
に
つ
い
て
は
、
各
裁
判
所
は
判
決
の
趣
旨
に
従
っ
て
裁
判
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二

項　

判
決
前
に
即
時
失
効
の
法
規
範
を
適
用
し
て
作
成
さ
れ
た
確
定
裁
判
は
、
法
律
に
別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、
そ
の
効
力
に
影
響
を
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受
け
な
い
。
第
三
項　

判
決
前
に
遡
及
失
効
の
法
規
範
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
確
定
裁
判
は
、
法
定
の
手
続
ま
た
は
判
決
の
趣
旨
に
従

っ
て
救
済
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
刑
事
確
定
裁
判
の
場
合
、
検
察
総
長
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
非
常
上
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

司
法
院
が
二
〇
一
三
年
に
提
案
し
た
司
法
院
大
法
官
審
理
案
件
法
修
正
草
案
（
立
法
院
議
案
関
係
文
書
（
院
総
第
四
四
五
号　
政
府
提

案
第
一
三
五
〇
一
号
二
〇
一
三
年
二
月
二
三
日
））
第
五
五
条
第
一
項　

判
決
に
よ
り
法
規
範
が
即
時
失
効
す
る
と
宣
告
さ
れ
た
場
合
、

憲
法
裁
判
所
の
判
決
前
に
各
級
裁
判
所
に
係
属
し
、
未
だ
裁
判
が
下
さ
れ
て
い
な
い
事
件
に
つ
い
て
は
、
判
決
の
趣
旨
に
従
っ
て
裁
判
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
項　

判
決
前
に
前
項
の
法
規
範
を
適
用
し
て
作
成
さ
れ
た
刑
事
確
定
裁
判
に
つ
い
て
は
、
検
察
総
長
は

被
告
の
申
請
に
基
づ
き
、
非
常
上
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
の
確
定
裁
判
の
効
力
は
影
響
を
受
け
な
い
。
た
だ
し
、
未
執

行
ま
た
は
執
行
が
未
了
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
違
憲
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
引
き
続
き
執
行
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
32
）　

聯
合
報
記
者
王
宏
舜
（
台
北
即
時
報
導
）「
憲
法
訴
訟
法
参
考
奧
地
利
修
改　
学
者
批
「
退
步
的
立
法
」」
に
お
け
る
陳
清
秀
の
発
言
。

中
正
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.ccu.edu.tw

/p/406-1000-29037, r982.php?Lang=zh-tw

）
二
〇
二
二
年
一
一
月
四
日

掲
載
。

（
33
）　

前
掲
・
拙
稿
「
海
峡
両
岸
違
憲
審
査
制
度
之
比
較
與
展
望
―
―
兼
談
司
法
院
大
法
官
審
理
案
件
法
上
人
民
声
請
釈
憲
制
度
之
改
進
問

題
」
三
六
―
三
七
頁
。

（
34
）　

立
法
院
公
報
第
一
〇
七
巻
第
一
一
六
期
（
院
会
記
録
）
八
一
頁
。

（
35
）　

前
掲
・
拙
稿
「
海
峡
両
岸
違
憲
審
査
制
度
之
比
較
與
展
望
―
―
兼
談
司
法
院
大
法
官
審
理
案
件
法
上
人
民
声
請
釈
憲
制
度
之
改
進
問

題
」
三
五
頁
。

（
36
）　

前
掲
・
聯
合
報
記
者
王
宏
舜
（
台
北
即
時
報
導
）「
憲
法
訴
訟
法
参
考
奧
地
利
修
改　
学
者
批
「
退
步
的
立
法
」」
に
お
け
る
陳
清
秀

の
発
言
。
中
正
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.ccu.edu.tw

/p/406-1000-29037

、r982.php?Lang=zh-tw

）
二
〇
二
二
年
一

一
月
四
日
掲
載
。

（
37
）　

李
震
山
「
論
人
民
声
請
「
裁
判
憲
法
審
查
」
所
称
的
「
憲
法
上
權
利
」
―
―
從
憲
法
訴
訟
法
第
60
条
第
5
款
之
規
定
談
起
」
公
法
研

究
第
五
期
（
二
〇
二
三
年
六
月
）
一
九
三
―
二
一
六
頁
。

（
38
）　

前
掲
・
芦
部
信
喜
「
憲
法
学
に
お
け
る
憲
法
裁
判
論
」
一
一
五
八
頁
。




